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石井露月顕彰全国俳句大会兼第 6６回秋田市短詩型大会 
 

開  催  要  項 

 

【趣    旨】 

  郷土の先覚者石井露月は、正岡子規門下において近代俳句革新の草創期に重

要な役割を果たすと共に、文学者のみならず医師であり更に教育者として村づ

くりの先導者でもあった。こうした露月の功績を顕彰するため、短詩型（俳句、

短歌、詩、川柳）の作品を広く募集し、作品づくりを通して文学に親しみを持

ち、心豊かな芸術文化の振興を図る機会として、「石井露月顕彰全国俳句大会兼

第 66 回秋田市短詩型大会」を開催する。 

 

【期    日】 

  令和６年９月 14 日（土） 

 

【会    場】 

  秋田市雄和市民サービスセンター 

 

【主    催】 

  秋田市、秋田市教育委員会、 

  石井露月顕彰全国俳句大会秋田市短詩型大会実行委員会 

 

【後    援】 

  秋田県、秋田県教育委員会、雄和芸術文化協会、秋田県俳句懇話会、 

俳人協会秋田県支部、秋田県現代俳句協会、秋田県歌人懇話会、 

秋田県現代詩人協会、秋田県川柳懇話会、秋田市俳句人連盟、 

秋田市歌人協会、秋田市川柳協会、秋田魁新報社、朝日新聞秋田総局、 

毎日新聞秋田支局、読売新聞秋田支局 

  



大  会  日  程 

 

【日      時】 

  令和６年９月 14 日（土）  午前 10 時から 

 

【会      場】 

  秋田市雄和市民サービスセンター（秋田市雄和妙法字上大部 48 番地 1） 

 

【日程・次第】 

    9:15        10:00              11:00                       12:00 

受    付 開会・表彰式 
休憩 

(10 分) 
講演・閉会 

 

  １  開 会 式 

      主催者あいさつ 

      教育長 佐藤 孝哉 

 

  ２  表 彰 式 

    (1) 作品講評      俳句部門、短歌部門、詩部門、川柳部門 

    (2) 表彰(各部門)  小学生、中学生、高校生、一般（大学生含む） 

     

  ３  講    演 

      演  題    露月「没後１００年」を見据えて 

        ～記念事業の下準備について～ 

      講  師    元秋田県生涯学習センター所長 

              フリーライター   武 藤 素 魚（四 郎)  氏 

               【略歴】昭和５１年～ 県内各高等学校 教諭 

平成 ９年～ 秋田県教育庁生涯学習課 

                       平成２０年～ 北秋田市立合川高校 校長 

                       平成２２年～ 秋田県生涯学習センター 所長 

                       平成２４年～ フリーライターとして主に秋田県内の

「近代文芸史」を研究、執筆 

 

４  閉 会 式 

    (1) お礼のことば  大会実行委員会会長  伊  藤  洋  文 
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選  

評 
〈 

特  
選 

〉 

○
峰
雲
や
組
体
操
は
総
崩
れ 

 
 

組
体
操
は
危
険
な
こ
と
か
ら
文
科
省
が
学
習
指
導
要
領
か
ら
外
し
て
い
る
。
今
は

殆
ど
見
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
作
者
の
回
想
の
一
句
だ
ろ
う
か
。
運
動
会
で
の
組
体
操

が
始
ま
る
と
、
テ
ン
ト
は
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
る
。
あ
と
一
段
の
と
こ
ろ
で
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
怒
涛
の
よ
う
な
溜
息
の
中
で
総
崩
れ
。
空
に
は
巨
大
な
積
雲
。
日
本
の
運
動
会
文

化
の
時
代
背
景
を
映
し
た
一
句
。 

  

〈 

秀  

逸 

〉 

○
夕
焼
や
孤
独
に
な
つ
て
い
い
時
間 

 
 
 
 
 
 

誰
も
が
集
団
社
会
の
枠
組
み
の
中
で
暮
ら
し
、
と
き
に
し
が
ら
み
や
縛
ら
れ
た
時

間
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
思
う
も
の
。
作
者
は
夕
焼
け
を
前
に
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
、

何
も
持
た
な
い
素
の
自
分
と
対
峙
す
る
。
こ
の
僅
か
な
時
間
が
明
日
の
活
力
源
な
の

で
し
ょ
う
。
「
孤
独
に
な
っ
て
い
い
時
間
」
と
自
分
に
問
い
か
け
る
よ
う
な
謙
虚
さ

に
も
好
感
が
持
て
る
。 

 

○
農
を
継
ぎ
祭
り
笛
継
ぎ
酔
は
さ
る
る 

 
 
 
 
 
 

や
や
日
焼
け
気
味
の
笑
顔
の
好
青
年
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
担
い
手
不
足
の

農
村
地
域
に
と
っ
て
、
こ
の
青
年
の
存
在
は
村
全
体
の
喜
び
で
あ
り
未
来
な
の
で
あ

ろ
う
。
豊
穣
を
願
う
村
祭
。
青
年
を
囲
ん
で
村
人
た
ち
は
「
ま
ん
ず
一
杯
飲
ん
で
け

れ
」
と
次
々
と
杯
を
差
し
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
酔
は
さ
る
る
」
の
措
辞
に
人
々

の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
。 

〈 

入  

選 

〉 

○
日
常
を
く
る
り
と
粽
巻
き
し
母 

 
 

日
常
の
中
心
に
い
る
母
の
粽
。
笹
の
葉
を
く
る
り
と
巻
き
、
も
ち
米
を
入
れ
て
紐

で
き
ゅ
っ
と
結
ぶ
。
そ
の
手
早
さ
、
見
事
さ
に
母
へ
の
愛
情
と
尊
敬
の
念
。 

 

○
山
の
こ
ゑ
両
手
に
あ
つ
め
清
水
飲
む 

 
 
 
 
 
 

夏
の
山
中
は
ひ
ん
や
り
し
て
気
持
が
い
い
。
耳
を
欹
て
る
と
小
鳥
の
飛
び
交
う
声

や
葉
擦
れ
音
、
苔
の
匂
い
な
ど
森
は
無
数
の
命
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

作
者
は
そ
れ
ら
を
山
の
声
と
し
て
感
受
。
手
杓
で
清
水
を
飲
み
、
作
者
自
身
も
ま

た
生
か
さ
れ
て
い
る
命
を
自
然
の
中
で
再
生
す
る
。 

 

○
秋
天
に
若
き
空
師
の
声
透
る 

 
 

高
木
の
手
入
れ
が
困
難
に
な
り
伐
採
す
る
家
庭
も
多
く
な
っ
た
。
若
い
空
師
が
来

て
、
弟
子
に
て
き
ぱ
き
と
指
示
を
出
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大
樹
を
片
付
け
た
の
だ

ろ
う
。
き
っ
と
若
き
空
師
は
露
月
の
「
雲
の
音
」
を
聞
い
て
い
る
。 

 

○
露
月
忌
や
図
書
館
に
ふ
と
立
ち
寄
り
ぬ 

 
 

露
月
の
偉
業
を
記
し
た
資
料
が
た
く
さ
ん
並
ぶ
図
書
館
。
そ
の
図
書
館
に
ふ
と
立

ち
寄
っ
て
み
た
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
図
書
館
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
の
ひ
と
つ
。
折
し
も
そ
の
日
は
露
月
忌
。
露
月
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。 

 

○
宇
宙
に
住
む
未
来
来
そ
う
な
白
夜
か
な 

 
 

狭
い
日
本
。
危
機
感
に
溢
れ
る
地
球
。
破
壊
や
資
源
を
掘
り
続
け
、
や
が
て
人
類

は
枯
渇
し
た
地
球
を
捨
て
宇
宙
に
飛
び
出
す
か
も
し
れ
ぬ
と
白
夜
の
暗
示
。 

 

○
高
尾
山

タ

カ

オ
ヤ

マ

の
四
股
名
も
あ
り
て
草
相
撲 

 
 

地
域
行
事
の
相
撲
大
会
。
め
い
め
い
自
由
に
四
股
名
を
つ
け
て
楽
し
む
。
町
の
シ

ン
ボ
ル
「
高
尾
山
」
が
呼
ば
れ
て
土
俵
に
上
が
っ
た
時
は
さ
ぞ
や
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
郷
土
愛
が
伝
わ
っ
て
来
る
。 
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田 
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技
子 
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生 

 

秋
田
県
現
代
俳
句
協
会
会
長 

昭
和
二
十
七
年
秋
田
県
井
川
町
生
ま
れ
。「
麦
」
同
人
。
麦
秋
田
樏
句
会
代
表
。
井
川
俳

句
会
代
表
。
麦
作
家
賞
、
秋
田
県
現
代
俳
句
協
会
作
家
賞
受
賞
。
現
代
俳
句
永
年
会
員
。

秋
田
県
俳
句
懇
話
会
副
会
長
。
秋
田
県
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
会
長
。
井
川
町
在
住
。 
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選  

評 
 

〈 

特  
選 

〉 

○
北
に
曳
く
飛
行
機
雲
や
夏
に
入
る 

 
 
 
 
 

時
季
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
こ
ろ
。
夏
に
入
っ
た
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
青
空

に
現
れ
た
幾
筋
か
の
飛
行
機
雲
。
「
北
に
曳
く
」
飛
行
機
雲
は
、
春
を
押
し
の
け
て

夏
を
引
き
寄
せ
る
雲
の
趣
。
大
景
を
と
ら
え
、
い
よ
い
よ
始
ま
る
夏
本
番
を
感
じ
さ

せ
る
句
で
あ
る
。 

   

〈 

秀  
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○
放
牧
の
牛
遠
く
よ
り
夏
野
か
な 

 
 
 
 
 

夏
野
に
放
た
れ
た
牛
が
、
遠
く
か
ら
こ
ち
ら
に
向
か
い
歩
い
て
い
る
情
景
。
野
の

広
が
り
と
と
も
に
、
遠
く
に
は
連
山
も
想
像
さ
れ
、
眼
前
に
広
大
な
夏
野
が
浮
か
ぶ
。 

   

○
ぬ
ひ
ぐ
る
み
離
さ
ず
眠
る
日
焼
の
子 

 
 
 
 
 
 

日
焼
子
が
日
中
の
遊
び
な
ど
に
疲
れ
て
深
い
眠
り
に
つ
い
た
。
外
遊
び
が
好
き
で

健
や
か
に
育
っ
て
い
る
子
供
だ
が
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
離
さ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
ど
け
な

さ
を
み
せ
る
。 

   

〈 

入  

選 

〉 

○
母
と
子
の
同
じ
笑
窪
や
さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 

さ
く
ら
ん
ぼ
を
前
に
す
る
母
と
子
。
二
人
の
笑
窪
か
ら
艶
や
か
で
美
味
し
そ
う
な

さ
く
ら
ん
ぼ
が
み
え
る
。
エ
ク
ボ
・
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
「
ボ
」
の
同
音
繰
り
返
し
が
心

地
よ
い
。 

   

○
藤
垂
れ
て
水
面
く
す
ぐ
る
雨
の
寺 

 
 
 
 
 
 

「
く
す
ぐ
る
」
が
発
見
。
寺
の
池
の
た
も
と
に
咲
く
藤
の
花
が
意
志
を
持
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
て
水
面
を
く
す
ぐ
る
。 

  

○
秋
風
や
む
ら
さ
き
が
か
る
古
戦
場 

 
 
 

意
味
深
長
な
中
七
の
惜
辞
。
古
戦
場
の
当
時
を
思
う
作
者
の
感
得
し
た
表
現
ぶ
り

が
、
秋
風
と
マ
ッ
チ
し
て
動
か
し
が
た
い
。 

   

○
峰
雲
や
組
体
操
は
総
崩
れ 

 
 
 
 
 
 

蜂
雲
の
下
繰
り
広
げ
ら
れ
た
組
体
操
が
総
崩
れ
。
自
然
が
作
り
出
す
蜂
雲
の
威
容

と
、
人
工
物
の
も
ろ
さ
の
対
比
の
お
も
し
ろ
さ
。 

   

○
峰
雲
や
空
へ
空
へ
と
足
場
組
む 

 
 
 
 
 
 

ビ
ル
の
建
設
か
補
修
の
た
め
に
組
み
上
が
っ
て
い
く
鉄
骨
の
足
場
。
折
し
も
空
に

は
蜂
雲
が
聳
え
立
つ
。
力
強
い
生
命
力
を
み
る
。 

         
佐  
藤 

 

景  

心 
 

先
生 

 

俳
人
協
会
秋
田
県
支
部
長 

昭
和
二
十
六
年
秋
田
県
生
ま
れ
。
平
成
元
年
狩
入
会
、
鷹
羽
狩
行
に
師
事
。
平
成
十
五
年

狩
同
人
。
平
成
三
十
一
年
一
月
狩
終
刊
に
伴
い
香
雨
同
人
。
平
成
二
十
一
年
俳
人
協
会

秋
田
県
支
部
幹
事
。
平
成
二
十
五
年
同
県
支
部
常
任
幹
事
兼
事
務
局
長
。
平
成
三
十
年

七
月
公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
評
議
員
。
平
成
二
十
七
年
五
月
俳
人
協
会
秋
田
県
支
部

副
支
部
長
兼
事
務
局
長
。
令
和
五
年
五
月
同
県
支
部
長
。
秋
田
市
在
住
。 
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佐
々
木 

 

公 
 

平 
 

選 

    

特  

選 

   

鳥
海
山
に
縦
縞
の
膚
夏
は
来
ぬ 

美
郷
町 
 

二
藤 

誠
祥 

     

秀  

逸 

   

露
月
の
句
を
拾
ふ
歳
時
記
星
月
夜 

由
利
本
荘
市 

 

佐
々
木 
成 

      

朝
霧
の
雄
物
の
流
れ
墨
絵
と
す 

八
郎
潟
町 

 

田
中 

敏
裕 

   

 

入  

選 

   

青
空
の
課
外
授
業
や
り
ん
ご
狩 

秋
田
市 

 

渡
部 

謙
次 

    

右
手
に
摘
み
左
手
に
梶
や
蓴
舟 

秋
田
市 

 

神
成 

石
男 

    

曾
孫
を
爺
似
婆
似
と
盆
の
家 

秋
田
市 

 

加
藤 

隆
二 

    

田
の
水
の
か
が
や
く
尾
根
の
高
尾
山 

埼
玉
県
川
口
市 

 

加
藤 

三
振 

    

ぬ
ひ
ぐ
る
み
離
さ
ず
眠
る
日
焼
の
子 

秋
田
市 

 

伊
藤 

恵
美
子 
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選  

評 
 

〈 

特  
選 

〉 

○
鳥
海
山
に
縦
縞
の
膚
夏
は
来
ぬ 

 
 
 
 
 
 

「
鳥
海
山
」
は
固
有
名
詞
。
日
本
の
名
だ
た
る
山
は
、
す
べ
て
「
神
」
を
祀
っ
て

い
る
。「
中
七
」
に
借
り
物
で
な
い
実
感
が
あ
る
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
露
月
の
句
を
拾
ふ
歳
時
記
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 

月
の
な
い
夜
空
が
、
星
明
り
で
月
夜
の
よ
う
に
明
る
い
こ
と
を
い
う
が
、
「
星
月

夜
」
と
は
な
ん
と
美
し
い
言
葉
で
あ
る
。 

   

○
朝
霧
の
雄
物
の
流
れ
墨
絵
と
す 

 
 
 
 
 
 

霧
に
包
ま
れ
、
悠
々
と
流
れ
る
雄
物
川
。
ま
さ
に
水
墨
画
の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ

ま
す
。 

   

〈 

入  

選 

〉 

○
青
空
の
課
外
授
業
や
り
ん
ご
狩 

 
 
 
 
 
 

地
元
の
小
学
生
に
よ
る
課
外
授
業
、
子
供
達
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
浮
か
び

ま
す
。 

   

○
右
手

メ

テ

に
摘
み
左
手

ユ

ン

デ

に
梶
や
蓴
舟

ヌ

ナ

ハ 

 
 
 
 
 
 

小
舟
に
乗
り
、
沼
を
静
か
に
廻
り
蓴
菜
を
採
る
風
景
は
、
季
節
の
風
物
詩
。 

  

 

○
曾
孫
を
爺
似
婆
似
と
盆
の
家 

 
 
 
 
 
 

「
孫
」
を
俳
句
に
詠
む
こ
と
は
難
し
い
が
、
盆
と
正
月
は
一
族
が
集
ま
る
機
会
、

「
盆
の
家
」
と
は
め
で
た
い
限
り
で
あ
る
。 

   

○
田
の
水
の
か
が
や
く
尾
根
の
高
尾
山 

 
 
 
 
 
 

代
掻
き
が
終
わ
り
、
田
植
え
が
出
来
る
状
態
の
田
ん
ぼ
、
田
に
映
る
山
の
稜
線
が

眩
し
い
で
す
。 

   

○
ぬ
ひ
ぐ
る
み
離
さ
ず
眠
る
日
焼
の
子 

 
 
 
 
 
 

「
孫
」
と
い
う
調
味
料
を
加
え
な
く
と
も
、
お
孫
さ
ん
の
俳
句
に
詠
め
る
。
「
日

焼
」
＝
健
康
が
一
番
。 

            
佐
々
木 

 

公  

平 
 

先
生 

 

秋
田
県
俳
句
懇
話
会
会
長 

昭
和
二
十
四
年
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
（
現
に
か
ほ
市
）
生
ま
れ
。
昭
和
四
十
七
年
、
秋

田
県
庁
入
庁
。
獣
医
師
と
し
て
畜
産
農
家
の
生
産
、
家
畜
衛
生
の
指
導
に
従
事
。
俳
句
を

木
附
沢
麦
青
に
師
事
。
秋
田
県
俳
句
懇
話
会
会
長
。
秋
田
市
在
住
。 
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特
別
賞
（
大
会
実
行
委
員
会
） 

 001 
 

若
き
ら
の
語
る
八
月
土
崎
忌 

大
仙
市  

櫻
田 

北
投
石 

123  

半
島
の
鼻
の
あ
た
り
や
盆
帰
省 

大
仙
市  

加
藤 

昭
子 

173  

谷
川
の
水
の
勢
い
山
法
師 

能
代
市  

武
田 

光
子 

   001 

若
き
ら
の
語
る
八
月
土
崎
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
仙
市 
櫻
田
北
投
石 

002 

八
月
や
疎
開
児
老
い
て
恩
送
り 
 

003 

山
人
忌
虚
子
の
悼
句
の
南
瓜
沸 

 
 
 
 
 
 

大
阪
府
寝
屋
川
市 

森 
一
心 

004 

渋
柿
を
露
月
に
処
方
子
規
名
句 

 
 

005 

蒼
茫
た
る
露
月
の
里
は
さ
み
だ
る
る 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

大
宮 

浩
樹 

006 

清
清
し
基
盤
目
様
の
田
植
え
か
な 

 

007 

村
中
の
結
ひ
の
つ
な
が
る
田
植
ど
き 

 
 
 
 

秋
田
市 

種
村 

聖
巴
子 

008 

綾
取
り
の
指
に
蝶
蝶
生
ま
れ
け
り 

 

009 

気
に
な
り
ぬ
修
司
飛
ば
し
た
夏
帽
子 

 
 
 
 

能
代
市 

古
川 

よ
し
み 

010 

秋
し
ぐ
れ
こ
と
ば
素
直
な
三
頭
火 

 

011 

露
月
の
忌
ふ
る
里
山
河
あ
た
た
か
し 

 
 

由
利
本
荘
市
矢 

相
庭 

白
雨 

012 

ご
ろ
ん
ご
ろ
ん
露
月
生
家
の
南
瓜
か
な 

 

013 

あ
の
虹
を
掴
ま
ん
と
し
て
離
陸
せ
り 

 
 
 
 
 

三
種
町 

三
浦 

静
佳 

014 

柿
若
葉
石
の
せ
せ
ら
ぎ
生
む
庭
師 

 

015 

田
植
え
日
は
黒
板
に
名
を
朝
早
く 

 
 
 
 

横
手
市 

み
さ
わ 

長
子 

016 

さ
つ
き
晴
れ
鳥
海
仰
ぎ
管
笠

か

さ

な
ら
ぶ 

 

017 

母
と
子
の
同
じ
笑
窪
や
さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

大
橋 

風
太 

018 

白
神
の
橅
の
木
漏
れ
日
風
五
月 

 
 

019 

春
近
し
膨
ら
ん
で
ゆ
く
す
き
ま
風 

 
 
 
 
 

足
立
区 

佐
藤 

春
夫 

020 

蛍
烏
賊
光
る
漁
網
の
日
本
海 

 

021 

露
月
の
句
を
拾
ふ
歳
時
記
星
月
夜 

 
 
 

由
利
本
荘
市 

佐
々
木 

成 

022 

読
み
返
す
姉
の
遺
歌
集
夕
ざ
く
ら 

 

023 

ア
ロ
ハ
着
て
異
人
降
り
来
る
豪
華
船 

 
 
 

由
利
本
荘
市 

佐
々
木 

豊 

024 

星
映
す
大
河
の
鼓
動
虫
時
雨 

 

025 

大
瑠
璃
の
こ
ゑ
や
岨
谷
峡
鵜
養 

 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

上
松 

ひ
ろ
し 

026 

郭
公
に
急
か
さ
れ
床
へ
夜
勤
明
け 

 

027 

鳥
海
山
に
縦
縞
の
膚
夏
は
来
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

美
郷
町 

二
藤 

誠
祥 

028 

分
水
の
水
を
満
た
し
て
代
田
か
な 

 

029 
草
刈
り
し
あ
と
の
草
の
香
散
歩
道 

 
 
 
 

大
仙
市 

戸
沢 

ケ
イ
子 

030 

小
さ
な
風
大
き
く
見
せ
て
藤
の
花 

 

031 

特
訓
の
留
学
生
の
竿
燈
技 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

竹
下 

氣
平 



 9

032 

南
瓜
忌
や
和
漢
の
才
の
お
び
た
だ
し 

 

033 

母
の
日
や
ご
っ
ち
ゃ
混
り
の
荷
を
開
く 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

小
林 

春
光 

034 
無
人
駅
ひ
と
り
こ
ぼ
し
て
夜
の
蝉 

 

035 

囀
や
山
野
に
響
く
鍬
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

長
川 

ユ
リ
子 

036 

鯉
幟
指
差
す
稚
児
の
煌
め
く
日 

 

037 

露
月
生
み
し
雄
物
の
里
や
秋
豊
か 

 
 
 
 

八
郎
潟
町 

安
田 

龍
泉 

038 

夏
祭
夜
店
が
灯
る
坂
が
混
む 

 

039 

茄
子
苗
や
試
練
の
風
に
立
つ
二
本 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

鈴
木 

直
子 

040 

遠
郭
公
菩
提
寺
あ
た
り
霧
の
中 

 

041 

い
と
こ
煮
を
献
じ
露
月
の
忌
を
修
す 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

岩
谷 

塵
外 

042 

流
燈
と
な
り
て
も
父
母
の
寄
り
添
へ
る 

 

043 

高
尾
山

た
か
お
や
ま

の
四
股
名
も
あ
り
て
草
相
撲 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

田
口 

穂
心 

044 

正
装
は
国
防
色
の
終
戦
日 

 

045 

樹
下
葬
の
小
さ
な
墓
標
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

和
田 

仁 

046 

目
で
語
る
だ
け
の
看
取
り
や
秋
時
雨 

 

047 

抗
弁
を
丸
く
お
さ
め
る
渋
団
扇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

大
坂 
和
子 

048 

来
し
方
に
影
ち
り
ば
め
る
河
鹿
笛 

 

049 

風
と
な
り
野
に
ト
ン
ボ
追
ふ
兄
弟

あ
に
お
と
と 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

渡
部 

謙
次 

050 

青
空
の
課
外
授
業
や
り
ん
ご
狩 

 

051 

「
ま
づ
」
と
「
ま
づ
」
往
き
交
う
釣
瓶
落
し
か
な 

 

秋
田
市 

富
谷 

凡
慶 

052 

藤
垂
れ
て
水
面
く
す
ぐ
る
雨
の
寺 

 

053 

先
鋒
は
面
一
本
や
五
月
晴
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

片
倉 

弓 

054 

日
常
を
く
る
り
と
粽
巻
き
し
母 

 

055 

サ
イ
ダ
ー
の
泡
や
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
の
み 

 
 
 
 

横
手
市 

片
倉 

万
葉
子 

056 

輝
け
る
麦
わ
ら
帽
子
畑
の
父 

 

057 

太
平

お
だ
い
ら

の
夕
焼
け
手
づ
か
み
女
米
木
夜
叉 

 
 
 
 

八
郎
潟
町 

田
中 

敏
裕 

058 

朝
霧
の
雄
物
の
流
れ
墨
絵
と
す 

 

059 

ぬ
る
め
の
燗
手
酌
で
偲
ぶ
春
の
夜 

 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

関 

徹
彌 

060 

「
熊
出
没
」
幟
八
本
風
薫
る 

 

061 

山
の
こ
ゑ
両
手
に
あ
つ
め
清
水
飲
む 

 
 
 

に
か
ほ
市 

佐
々
木 

亮
子 

062 

星
月
夜
夫
に
天
窓
開
け
て
を
り 

 

063 

受
験
子
の
時
お
り
月
に
吠
え
て
を
り 

 
 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

渡
邉 

照
夫 

064 

植
木
市
過
保
護
戒
め
ら
れ
て
買
ふ 

 

065 

延
長
戦
西
日
を
砕
く
逆
転
打 

 
 
 
 
 
 
 
 

由
利
本
荘
市 

工
藤 

進 

066 

八
十
八
の
手
間
の
輝
き
今
年
米 

 

067 

往
診
は
夏
負
け
何
の
冷
や
一
杯 

 
 
 
 
 
 
 

由
利
本
荘
市 

土
谷 

俊
雄 

068 

雄
物
川
淀
み
に
群
れ
て
緋
鯉
か
な 

 

069 

右
手

め

て

に
摘
み
左
手

ゆ

ん

で

に
梶
や
蓴
舟

ぬ

な

は 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

神
成 

石
男 

070 

あ
ふ
ら
れ
て
鍬
に
の
け
ぞ
る
真
竹
の
子 

 

071 

泥
に
生あ

れ
下
卑

げ

び

る

こ
と
な
き
蓮
の
花 

 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

村
田 

桂 

072 
蝉
塚
や
百
磴

と

う

踏
み
煩
悩
解
き
放
つ 

 

073 

ひ
ま
わ
り
や
ゴ
ッ
ホ
は
も
つ
て
厚
塗
り
す 

 
 
 
 

湯
沢
市 

加
瀬
谷 

敏
子 

074 

秋
風
や
む
ら
さ
き
が
か
る
古
戦
場 
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075 

仲
直
り
か
な
い
し
後
や
二
重
虹 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
仙
市 

鈴
木 

ア
ヤ
子 

076 

暮
れ
か
か
る
湯
屋
の
窓
辺
や
山
法
師 

 

077 
母
の
忌
や
仏
飯
に
添
へ
一
夜
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

片
倉 

俊
秀 

078 

夕
焼
や
孤
独
に
な
つ
て
い
い
時
間 

 

079 

古
里
の
流
れ
変
は
ら
ず
青
葉
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
潟
村 

田
村 

陽
子 

080 

這
ひ
上
が
る
や
ご
変
身
の
刻
を
待
つ 

 

081 

プ
リ
ン
セ
ス
ミ
チ
コ
て
ふ
薔
薇
は
ん
な
り
と  

 
 
 
 

秋
田
市 

武
藤 

素
魚 

082 

終
活
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や
街
薄
暑 

 

083 

薫
風
や
露
月
の
山
河
ふ
く
ら
ま
し 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

松
井 

憲
一 

084 

露
月
忌
や
遺
影
律
儀
に
正
座
し
て 

 

085 

洗
ひ
け
り
俳
句
勧
め
し
母
の
墓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
仙
市 

藤
井 

洋
舫 

086 

農
を
継
ぎ
祭
り
笛
継
ぎ
酔
は
さ
る
る 

 

087 

み
ち
の
く
の
夏
の
真
昼
や
無
人
駅 
 
 
 

秋
田
市 

宇
佐
見 

レ
イ
子 

088 

三
筋
な
る
白
雲
交
差
し
て
立
夏 

 

089 

露
月
邸
左
岸
麓
で
蝉
も
鳴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 
池
田 

弘 

090 

梅
雨
空
か
八
十
路
の
ゴ
ル
フ
三
の
位 

 

091 

健
脚
の
首
か
ら
や
つ
れ
茄
子
の
馬 

 
 
 
 
 

能
代
市 

千
丸 

静
子 

092 

熊
除
け
の
御
神
酒
を
ぐ
い
と
山
開
き 

 

093 

惜
春
や
吉
祥
天
の
掌
に
宝
珠 

 
 
 
 
 
 
 
 

能
代
市 

柴
田 

テ
ツ
子 

094 

素
袷
や
ど
の
み
ち
人
は
ひ
と
り
ぼ
ち 

 

095 

男お

の
子こ

生あ

る
峡
に
久
し
き
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

加
藤 

隆
二 

096 

曾
孫

ひ
い
ま
ご

を
爺
似
婆
似
と
盆
の
家 

 

097 

草
む
し
り
指
か
ら
夕
日
こ
ぼ
れ
お
ち 

 
 
 
 

八
郎
潟
町 

小
玉 

光
子 

098 

音
合
わ
せ
学
校
祭
あ
り
夏
木
立 

 

099 

蔵
書
み
な
古
り
に
け
る
か
な
白
障
子 

 
 
 
 

秋
田
市 

田
中 

テ
ル
子 

100 

我
の
身
を
励
ま
し
て
を
り
ば
っ
け
味
噌 

 

101 

獣
の
留
守
む
ら
が
り
生
ひ
ぬ
破
れ
傘 

 
 
 
 
 

能
代
市 

金
野 

長
悦 

102 

釣
り
船
の
夫
の
せ
な
に
日
が
沈
む 

 

103 

産
声
や
上
へ
う
え
へ
と
桐
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

照
井 

志
げ
女 

104 

岩
合
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
や
こ
ね
こ
の
瞳 

 

105 

露
月
郷
里
を
育
む
木
の
芽
風 

 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

岡
部 

い
さ
む 

106 

高
尾
山
亀
鳴
く
を
聴
く
露
月
句
碑 

 

107 

句
碑
四
つ
高
尾
山
め
ぐ
り
て
露
月
の
忌 

 
 
 
 

秋
田
市 

布
田 

日
斗
美 

108 

静
脈
の
色
あ
ざ
や
か
な
り
菖
蒲
の
湯 

 

109 

峰
雲
や
組
体
操
は
総
崩
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
郎
潟
町 

帆
村 

類 

110 

鈴
蘭
の
山
河
に
帰
る
夢
の
あ
と 

 

111 

薬
草
に
母
の
面
影
梅
雨
探
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

最
上 

悦 

112 

鴬
の
一
と
声
添
え
て
パ
ン
を
焼
く 

 

113 

千
秋
の
路
線
廃
止
や
バ
ス
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

須
永 

我
流 

114 

呱
呱
楊
げ
し
里
に
新
鮮
鯉
の
ぼ
り 

 

115 

白
一
線
筋
を
通
す
や
燕
子
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

佐
藤 

紫
星 

116 
母
の
日
や
百
歳
過
ぎ
て
早
二
年 

 

117 

田
の
水
の
か
が
や
く
尾
根
の
高
尾
山 

 
 

埼
玉
県
川
口
市 

加
藤 

三
振 

118 

高
尾
嶺
に
こ
ぞ
り
て
翳
す
新
松
子 
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119 

紫
陽
花
や
古
刹
に
展
ぐ
日
本
海 

 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

田
名
部 

レ
イ
子 

120 

園
児
ら
の
声
を
ま
と
ゐ
て
蛇
隠
る 

 

121 
露
月
の
忌
声
な
き
声
を
聞
く
三
廬 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

工
藤 

光
一 

122 

万
緑
や
男
鹿
へ
夜
叉

や

し

ゃ

鬼き

の
飛
び
し
尾
根 

 

123 

半
島
の
鼻
の
あ
た
り
や
盆
帰
省 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
仙
市 

加
藤 

昭
子 

124 

昼
寝
覚
め
我
等
こ
の
世
の
エ
キ
ス
ト
ラ 

 

125 

露
月
山
露
や
夏
帽
子
そ
の
ま
ま
に 

 
 
 
 
 

能
代
市 

岸
部 

吟
遊 

126 

色
変
へ
ぬ
松
の
香
を
聞
く
露
月
の
忌 

 

127 

峰
雲
や
空
へ
空
へ
と
足
場
組
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

鈴
木 

善
陽 

128 

秋
天
に
若
き
空
師
の
声
透
る 

 

129 

夏
木
立
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ス
は
非
売
品 

 
 
 

秋
田
市 

小
野
寺 

ひ
か
る 

130 

隠
し
絵
を
探
し
あ
ぐ
ね
り
夏
霞 

 

131 

六
月
の
海
の
青
連
れ
五
能
線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

齊
藤 

千
哲 

132 

鳥
海
山

ち
ょ
う
か
い

の
初
夏
の
香
を
入
れ
塩
む
す
び 

 

133 

熊
避
け
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
下
げ
自
然
薯
堀
り 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

工
藤 
和
洋 

134 

放
牧
の
牛
遠
く
よ
り
夏
野
か
な 

 

135 

初
取
り
の
キ
ュ
ウ
リ
供
ろ
淺
供
用 

 
 
 
 
 

大
仙
市 

大
畑 

幾
子 

136 

は
し
り
桹
に
す
わ
る
他
な
し
炎
暑
に
は 

 

137 

百
畳
の
堂
に
露
月
句
土
用
干 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

阿
部 

清
流
子 

138 

秋
澄
む
や
露
月
追
慕
の
句
碑
め
ぐ
り 

 

139 

天
か
ら
の
母
の
便
り
か
夏
椿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

佐
藤 

渉 

140 

異
国
に
て
戦
の
有
り
し
遠
花
火 

 

141 

幾
度
も
い
の
ち
光
ら
せ
蛍
死
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

風
野 

悠
美 

142 

露
月
忌
や
図
書
館
に
ふ
と
立
ち
寄
り
ぬ 

 

143 

ス
ケ
ー
ト
の
琢
み
な
技
に
涙
す
る 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

小
原 

照
子 

144 

踊
る
心
高
校
野
球
の
ホ
ー
ム
ラ
ン 

 

145 

夏
休

や

す

み
だ
け
子
ど
も
の
声
す
る
過
疎
の
村 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

清
水 

佟
子 

146 

苔
む
し
て
悠
久
無
言
道
祖
神 

 

147 

宇
宙
に
住
む
未
来
来
そ
う
な
白
夜
か
な 

 
 
 
 
 

井
川
町 

齋
藤 

幸
子 

148 

日
の
盛
犬
の
散
歩
の
人
も
な
く 

 

149 

梅
雨
出
水
忽
然
と
消
ゆ
村
ひ
と
つ 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

高
橋 

亜
希 

150 

ぺ
た
ぺ
た
と
跣
足

は

だ

し

で
歩
く
異
国
の
地 

 

151 

紫
陽
花
や
花
び
ら
の
先
花
重
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

鈴
木 

秀
子 

152 

杉
の
森
白
一
面
の
ど
く
だ
み
よ 

 

153 

終
活
の
ひ
と
つ
成
し
た
り
朝
の
蜘
蛛 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

梅
崎 

も
え 

154 

五
月
晴
れ
読
経
に
交
じ
る
子
ら
の
声 

 

155 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
銃
の
音
な
き
蜃
気
楼 

 
 
 
 
 

大
仙
市 

最
上 

建
造 

156 

青
葉
の
木
漏
れ
日
暑
き
原
爆
忌 

 

157 

夏
つ
ば
き
落
ち
て
散
歩
の
犬
仰
天 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

髙
橋 

白
女 

158 

帰
校
子
の
ふ
ら
り
と
寄
り
ぬ
若
葉
影 

 

159 

文
学
の
こ
と
な
ど
語
り
梅
雨
晴
間 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

吉
田 

慶
子 

160 
う
つ
う
つ
の
雲
を
見
上
げ
つ
一
人
旅 

 

161 

茄
子
漬
け
て
紺
に
磨
か
ん
旨
さ
増
す 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

進
藤 

和
子 

162 

せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
流
れ
に
蛍
飛
ぶ 
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163 

ぬ
ひ
ぐ
る
み
離
さ
ず
眠
る
日
焼
の
子 

 
 
 
 

秋
田
市 

伊
藤 

恵
美
子 

164 

夕
虹
の
消
ゆ
る
ま
で
窓
離
れ
ず
に 

 

165 
神
木
の
塚
の
大
槻
蝉
し
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯
沢
市 

山
田 

草
人 

166 

山
城
の
天
守
浮
か
ば
せ
稲
光 

 

167 

還
暦
は
ま
だ
ま
だ
青
し
喜
寿
の
夏 

 
 

埼
玉
県
川
口
市 

矢
島 

玲
子 

168 

人
生
の
旅
に
弾
け
り
鳳
仙
花 

 

169 

軋
む
ゴ
ン
ド
ラ
朴
の
花
俯
瞰
し
て 

 
 
 
 
 
 

能
代
市 

首
藤 

圭 

170 

遺
品
の
シ
ャ
ツ
ま
と
い
登
山
や
稚
児
車 

 

171 

薄
暑
光
仄
か
に
揺
れ
る
山
椒
の
葉 

 
 
 
 

五
城
目
町 

八
柳 

知
徳 

172 

北
に
曳
く
飛
行
機
雲
や
夏
に
入
る 

 

173 

谷
川
の
水
の
勢
い
山
法
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

能
代
市 

武
田 

光
子 

174 

夕
照
や
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
燕
子
花 

 

175 

風
吼
え
て
梅
雨
入
り
告
げ
る
夜
半
過
ぎ 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

高
橋 

菊
恵 

176 

鼻
の
奥
香
り
と
ど
ま
る
栗
の
花 

 

177 

高
尾
山
座
し
て
風
観
る
露
月
の
忌 

 
 
 
 
 

秋
田
市 
加
藤 

一
弥 

178 

郭
公
た
お
ら
が
里
に
も
露
月
句
碑 

 

179 

ト
マ
ト
捥
ぎ
ひ
こ
う
き
雲
に
か
ざ
す
吾
子 

 
 
 
 
 

秋
田
市 

山
谷 

勇
樹 

180 

赤
蜻
蛉
秘
め
し
炎
が
空
を
切
る 

 

181 

ひ
た
す
ら
に
田
草
取
る
母
子
三
人 

 
 

由
利
本
荘
市 

佐
々
木 

素
風 

182 

母
の
手
を
ま
ね
る
児
の
眸
や
金
踊 
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一
般
の
部 

         
 

短
歌
部
門 
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高 

 

島 
 

清 
 

子  

選 

   

特  

選 

  

か
あ
さ
ん
の
瞳
の
ま
な
か
に
映
ら
ん
と 

        

ベ
ッ
ド
の
脇
に
わ
が
身
か
が
め
る 

秋
田
市 

 

蓬
田 

真
弓  

  

秀  

逸 

  

竹
べ
ら
の
餌
に
口
開
く
文
鳥
に 

        

と
ほ
き
或
る
日
の
授
乳
の
い
た
み 

大
仙
市 

 
京
野 

幸
子 

    

倒
壊
の
建
物
潜
る
救
助
隊 

        

余
震
退
避
の
背
に
雪
が
降
る 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

 

渡
邉 

照
夫 

  

入  

選 

  

朝
早
く
草
刈
る
母
が
採
り
く
る
る 

        

赤
い
木
苺
遠
き
思
い
出 

秋
田
市 

 

工
藤 

一
子 

   

刈
ら
れ
た
る
草
の
悶
え
の
名
残
と
も 

        

日
を
経
て
庭
に
い
き
れ
の
去
ら
ず 

秋
田
市 

 

石
塚 

美
恵 

    

ふ
る
さ
と
に
九
十
の
兄
の
元
気
に
て 

        

い
ま
だ
一
人
の
農
の
み
ち
ゆ
く 

埼
玉
県
川
口
市 

 

加
藤 

三
振 

    

整
備
せ
し
圃
場
に
あ
れ
ど
人
手
な
く 

        

荒
れ
地
と
な
る
は
見
る
に
忍
び
ず 

秋
田
市 

 

佐
々
木 

鏡
子 

    

こ
ぽ
こ
ぽ
と
山
か
ら
の
水
途
切
れ
な
き 

        

兄
の
小
屋
に
て
竹
の
子
を
む
く 

秋
田
市 

 

鈴
木 

直
子 
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選  

評 
 

〈 

特 
選 

〉 

○
か
あ
さ
ん
の
瞳
の
ま
な
か
に
映
ら
ん
と
ベ
ッ
ド
の
脇
に
わ
が
身
か
が
め
る 

 
 
 
 
 
 

「
か
あ
さ
ん
」
は
病
院
や
施
設
等
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
認
知
症
等
で
記
憶

が
定
か
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
で
の
作
者
の
心
遣
い
。
な
ん
と
も

切
な
い
優
し
さ
に
満
ち
て
お
り
、
打
た
れ
る
。「
瞳
の
ま
な
か
」
が
生
き
た
。 

  

〈 

秀  

逸 

〉 

○
竹
べ
ら
の
餌
に
口
開
く
文
鳥
に
と
ほ
き
或
る
日
の
授
乳
の
い
た
み 

 
 
 
 
 
 

文
鳥
の
口
か
ら
蘇
る
鮮
明
な
記
憶
。
ま
だ
目
も
見
え
な
い
子
が
口
を
開
け
て
乳
に

吸
い
付
く
。
そ
の
鋭
い
痛
み
を
伴
う
強
さ
は
、
生
の
根
源
で
あ
り
、
子
育
て
に
伴
う

痛
み
の
記
憶
は
今
に
消
え
な
い
。 

  

○
倒
壊
の
建
物
潜
る
救
助
隊
余
震
退
避
の
背
に
雪
が
降
る 

 
 
 
 
 
 

今
年
一
月
一
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
は
日
本
中
の
正
月
気
分
を
吹
き
飛
ば

し
た
。
歌
は
、
感
情
を
交
え
ず
、
情
景
描
写
に
徹
し
た
表
現
な
が
ら
強
く
訴
え
る
も

の
が
あ
り
、
な
お
余
韻
が
漂
う
。 

  

〈 

入  

選 

〉 

○
朝
早
く
草
刈
る
母
が
採
り
く
る
る
赤
い
木
苺
遠
き
思
い
出 

 
 
 
 
 
 

「
赤
い
木
苺
」
が
色
鮮
や
か
で
印
象
的
。「
草
刈
る
母
」
も
健
康
的
で
好
も
し
い
。

一
首
、
動
画
よ
う
に
温
か
く
、
爽
や
か
な
回
想
の
歌
だ
。 

  

○
刈
ら
れ
た
る
草
の
悶
え
の
名
残
と
も
日
を
経
て
庭
に
い
き
れ
の
去
ら
ず 

 
 
 
 
 
 

「
草
の
悶
え
の
名
残
」
と
捉
え
た
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の
真
髄
が
あ
る
。
作
者
の
感

性
が
出
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
余
情
漂
う
結
句
が
生
き
た
。 

 

○
ふ
る
さ
と
に
九
十
の
兄
の
元
気
に
て
い
ま
だ
一
人
の
農
の
み
ち
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 

九
十
な
が
ら
元
気
に
「
農
の
み
ち
ゆ
く
」
兄
。
作
者
の
兄
へ
の
敬
慕
が
読
み
取
れ

る
。
筋
の
通
っ
た
矍
鑠
た
る
生
き
方
を
彷
彿
さ
せ
る
結
句
だ
。 

  

○
整
備
せ
し
圃
場
に
あ
れ
ど
人
手
な
く
荒
れ
地
と
な
る
は
見
る
に
忍
び
ず 

 
 
 
 
 
 

圃
場
を
今
の
状
態
に
整
備
す
る
ま
で
、
い
か
ほ
ど
の
苦
労
を
し
、
格
闘
し
て

き
た
こ
と
か
。
長
年
の
苦
労
を
思
う
と
結
句
の
心
情
が
痛
い
。 

  

○
こ
ぽ
こ
ぽ
と
山
か
ら
の
水
途
切
れ
な
き
兄
の
小
屋
に
て
竹
の
子
を
む
く 

 
 
 

初
句
の
擬
音
が
生
き
て
、
自
然
豊
か
な
爽
快
感
が
出
た
。
「
兄
の
小
屋
」
で
竹
の

子
の
皮
を
む
く
幸
せ
を
噛
み
し
め
て
の
歌
だ
。 

             

高  

島 
 

清  

子 
 

先
生 

 

秋
田
県
歌
人
懇
話
会
顧
問
・
秋
田
市
歌
人
協
会
会
長 

一
九
三
九
年
生
ま
れ
。
短
歌
結
社
「
白
路
」
維
持
同
人
・
選
者
・
総
務
委
員
秋
田
支
部
長
。 

千
秋
短
歌
会
会
員
。
秋
田
婦
人
短
歌
会
講
師
。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
。
二
〇
一
八
年
、

歌
集
「
薔
薇
は
静
か
に
」
を
発
行
。
こ
の
歌
集
で
同
年
秋
田
県
芸
術
選
賞
を
受
賞
。
秋
田

市
在
住
。 
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特
別
賞
（
大
会
実
行
委
員
会
） 

 076  

農
薬
を
か
け
ず
に
育
て
し
夏
キ
ャ
ベ
ツ 

赤
子
を
抱
く
ご
と
愛
お
し
み
穫
る 

秋
田
市  

工
藤 

一
子 

    001 

有
り
余
る
財
を
持
て
る
や
県
民
の
詐
欺
に
奪
は
る
る
被
害
限き

り
無
し  

002 

県
知
事
と
秋
田
市
長
の
反
り
合
は
ず
宙
に
浮
き
た
る
ま
ち
づ
く
り
絵
図 

 
大
仙
市 

櫻
田 

農
文
乎 

 

003 

竹
べ
ら
の
餌
に
口
開
く
文
鳥
に
と
ほ
き
或
る
日
の
授
乳
の
い
た
み 

 

004 

夏
は
胎
児
の
か
た
ち
生
ま
れ
る
前
の
ふ
か
き
闇
つ
ね
髪
に
て
覆
ふ 

 

大
仙
市 

京
野 

幸
子 

005 

「
。」
で
な
く
「
笑わ

ら

」
と
か
絵
文
字
は
怖
く
な
い
マ
ル
ハ
ラ
と
言
う
若
者
流
行

ば

や

り 
 

006 

タ
バ
コ
吸
う
己
を
隔
離
し
て
ま
で
も
煙
ゆ
ら
い
で
空
は
薄
絹 

 

足
立
区 

佐
藤 

春
夫 

007 

出
羽
路
野
新
野
辺
い
ま
し
萌
え
い
づ
る
早
蕨
揺
る
る
寂
し
さ
ま
よ
ふ  

008 

万
葉
集
の
巻
二
閉
じ
た
り
生
き
会
い
も
別
る
る
挽
歌
の
出
し
み
こ
き  

秋
田
市 

井
上 

乙
穂 

009 

わ
ら
び
採
り
今
年
も
来
れ
た
幸
せ
よ
リ
ハ
ビ
リ
兼
ね
て
一
石
二
鳥 

 

010 

年
老
い
て
は
じ
め
て
知
り
し
こ
の
言
葉
「
母
の
日
参
り
」
あ
た
た
か
き
か
な 

 

大
仙
市 

戸
沢 

ケ
イ
子 

011 

子
に
戝
を
譲
っ
て
終
の
身
が
軽
い
な
れ
ど
背
筋
の
寂
し
む
日
ご
ろ 

 

012 

庖
丁
を
当
て
れ
ば
真
っ
直
く
割
れ
て
ゆ
く
正
円
南
瓜
の
素
直
さ
が
好
き 

 

秋
田
市 

竹
下 

氣
平 

013 

こ
ぽ
こ
ぽ
と
山
か
ら
の
水
途
切
れ
な
き
兄
の
小
屋
に
て
竹
の
子
を
む
く 

 

014 

畑
隅
へ
餌
を
隠
し
に
走
り
ゆ
く
カ
ラ
ス
の
尾
羽
の
は
づ
み
て
を
り
ぬ  

秋
田
市 

鈴
木 

直
子 

015 

何
事
ま
で
も
子
離
れ
は
ま
だ
た
だ
い
ま
と
い
つ
も
見
て
い
る
子
供
の
笑
顔 

 

016 

牛
馬
の
力
を
借
り
て
代
掻
き
て
今
は
昔
の
遠
き
思
い
で 

 

秋
田
市 

田
口 

穂
心 

017 

始
ま
り
が
あ
れ
ば
終
り
あ
る
白
神
の
ぶ
な
の
大
樹
は
四
百
年
全
う
す  

018 

雨
に
ぬ
れ
芍
薬
の
灯
す
花
明
か
り
ほ
う
き
目
に
し
み
こ
み
雨
は
降
る  

秋
田
市 

長
尾 

洋
子 

019 

し
じ
み
貝
足
で
探
し
た
遠
い
夏
潟
で
水
浴
ぶ
童
人
植
し 

 

020 

水
筒
の
水
ご
く
ご
く
と
高
雄
山
雄
物
の
流
れ
稲
穂
分
け
行
く 八

郎
潟
町 

田
中 

敏
裕 

021 

出
来
の
良
い
子
ほ
ど
こ
の
地
を
棄
て
て
ゆ
く
自
嘲
ま
じ
り
の
友
の
嘆
き
よ 

022 

倒
壊
の
建
物
潜
る
救
助
隊
余
震
退
避
の
背
に
雪
が
降
る 埼

玉
県
鴻
巣
市 

渡
邉 

照
夫 

023 

北
浦
の
青
あ
じ
さ
い
の
群
れ
美は

し
き
空
の
青
よ
り
海
の
あ
お
よ
り 

 

024 

花
嫁
の
薄
紅
の
頬
後
れ
毛
に
葉
月
の
風
が
そ
っ
と
口
づ
け 

秋
田
市 

加
成 

博
子 

025 

す
か
ん
ぽ
を
一
齧
り
し
て
峠
道
越
せ
ば
待
つ
て
る
椿
餅
ど
ち 

 

026 

友
逝
き
て
黄
泉
平
坂
越
へ
し
こ
ろ
ケ
ー
タ
イ
す
る
や
圏
外
表
示 

由
利
本
荘
市 

土
谷 

俊
雄 

027 

竿
燈
を
終
え
た
生
徒
を
待
つ
校
舎
お
疲
れ
様
と
明
か
り
が
灯
る 

 

028 

人
生
の
節
目
に
人
は
髪
を
切
る
卒
業
を
待
つ
少
年
も
ま
た 

秋
田
市 

福
田 

正
樹 

029 
長
閑
な
る
村
に
空
家
の
増
ゆ
る
な
り
大
学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に 

 

030 
五
月
晴
緑
濃
き
山
空
の
青
其
処
が
素
敵
と
ス
ケ
ッ
チ
す
る
子 

 

秋
田
市 

山
内 

み
ど
り 

031 

夫
の
い
る
空
か
と
思
う
高
き
よ
り
眩
し
き
ま
で
に
夏
の
陽
の
差
す 

 

032 

パ
ラ
ソ
ル
の
季
節
と
な
り
ぬ
誰
も
だ
れ
も
花
一
輪
を
か
か
ぐ
る
よ
う
に 
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能
代
市 

柴
田 

テ
ツ
子 

033 

糧
飯
の
日
々
も
あ
り
た
る
遠
き
日
を
し
ぶ
と
く
生
き
て
今
の
幸
せ 

 

034 
盆
の
日
の
生
家
の
真
夜
に
ふ
と
覚
め
て
遺
影
の
母
の
遠
き
日
を
恋
ふ  

秋
田
市 

加
藤 

隆
二 

035 

緑
色
っ
て
何
種
類
あ
る
の
だ
ろ
う
悩
ん
で
走
る
夏
遊
歩
道 

 
 

036 

新
屋
か
ら
汗
か
き
走
る
雄
和
ま
で
高
尾
望
み
て
川
光
る
道
を 

 

秋
田
市 

菊
地 

誠 

037 

マ
ガ
レ
ッ
ト
空
家
を
囲
み
し
ん
み
り
と
来
ぬ
人
を
待
つ
の
か
星
あ
か
り 

 

038 

暗
が
り
の
空
山
高
く
花
と
城
母
の
ふ
る
里
林
檎
の
香
り 

 

能
代
市 

金
野 

長
悦 

039 

異
邦
人
桜
の
見
得
に
ブ
ラ
ボ
ー
と
涌
い
た
公
園
津
津
浦
浦
に 

 

040 

何
方
も
が
好
き
な
お
礼
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
え
て
諭
吉
等
元
の
座
に
着
く 

秋
田
市 

須
永 

我
流 

041 

子
規
亡
き
後
露
月
盟
主
に
起
こ
さ
れ
し
俳
星
す
た
れ
て
再
興
を
願
ふ  

042 

ふ
る
さ
と
に
九
十
の
兄
の
元
気
に
て
い
ま
だ
一
人
の
農
の
み
ち
ゆ
く  

埼
玉
県
川
口
市 

加
藤 

三
振 

043 

気
ご
こ
ろ
が
知
れ
し
ど
う
し
の
堰
清
掃
つ
た
い
し
汗
を
春
風
が
拭
く  

044 

運
動
会
絶
え
て
久
し
き
グ
ラ
ン
ド
に
そ
よ
ぐ
若
木
の
葉
擦
れ
が
響
か
う 

 

秋
田
市 

工
藤 

光
一 

045 

夕
暮
れ
の
空
に
ぽ
っ
か
り
綿
雲
の
ひ
と
日
の
吾
を
解
放
と
す
る 

 

046 

柿
若
葉
日
に
日
に
艶
め
く
中
庭
に
草
取
る
わ
が
背
を
初
夏
の
風
す
が
し 

 

秋
田
市 
伊
藤 

節
子 

047 

ジ
ュ
ン
サ
イ
を
水
無
月
の
頃
い
た
だ
き
ぬ
ぽ
ん
酢
で
食
し
節
移
ろ
い
ぬ 

 

048 

年
金
日
夫
と
の
ラ
ン
チ
楽
し
む
も
ふ
た
月
流
れ
早
く
感
ず
る 秋

田
市 

小
野
寺 

 

由
子 

049 

う
ぶ
す
な
の
階
改
修
碑
に
二
人
の
兄
百
五
十
四
段
祭
り
に
参
る 

 

050 

里
の
義
姉
持
ち
く
れ
て
よ
り
八
年
経
淡
き
ピ
ン
ク
の
し
も
つ
け
草
よ  

秋
田
市 

福
岡 

廣
子 

051 

父
の
日
に
今
年
も
届
き
あ
り
が
た
き
夕
餉
の
ビ
ー
ル
幸
と
噛
み
し
め  

052 

春
播
き
の
小
粒
の
オ
ク
ラ
日
毎
伸
び
収
穫
想
い
夏
日

な

つ

の
草
と
り 

 

秋
田
市 

丸
山 

春
男 

053 

書
を
学
び
作
品
作
り
写
経
に
す
「
世
界
平
和
」
と
願
い
て
書
き
ぬ 

 

054 

お
姑
の
形
見
の
浴
衣
お
気
に
入
り
暖
簾
に
変
え
て
忍
び
涼
し
む 

 

秋
田
市 

大
友 

ヒ
ロ
子 

055 

白
雲
を
バ
ッ
ク
に
松
の
緑
見
ゆ
水
面
に
映
ゆ
る
桜
満
開 

 

056 

緑
木
に
黄
色
の
提
灯
ぶ
ら
下
げ
て
居
場
所
を
誇
示
す
る
夏
み
か
ん
の
木 

 

秋
田
市 

落
合 

雄
二 

057 

古
書
店
に
長
年
通
ひ
遂
に
遭
ふ
露
月
の
句
集
夜
も
読
み
耽
る 

 
 

058 

師
の
子
規
と
ひ
と
ひ
ち
が
ひ
の
露
月
の
日
句
集
読
み
つ
つ
忌
を
修
し
け
り 

 

横
手
市 

 

阿
部 

清
流
子 

059 

稚
児
車
黄
菅
駒
草
眼
裏
に
咲
か
せ
る
ば
か
り
山
は
遠
く
に 

 

060 

背
広
着
て
高
級
車
乗
り
抱
き
合
う
サ
タ
ン
の
よ
う
な
二
人
が
映
る 

 

秋
田
市 

渡
部 

栄
子 

061 

降
る
雨
に
去
年
の
被
災
を
思
い
出
づ
一
刻
お
ろ
お
ろ
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず 

 

062 

官
庁
街
威
風
堂
々
聳
え
さ
せ
司
法
の
庁
舎
眼
下
を
見
遣
る 

 

秋
田
市 

佐
藤 

渉 

063 

漆
黒
の
椀
は
父
の
手
の
影
を
ほ
の
か
に
映
し
て
棚
に
遺
れ
り 

 

064 

早
苗
田
を
風
渡
り
ゆ
く
は
る
か
ま
で
人
の
影
な
く
青
き
ふ
る
さ
と 

 

秋
田
市 

東
海
林 

 

文
子 

065 

整
備
せ
し
圃
場
に
あ
れ
ど
人
手
な
く
荒
れ
地
と
な
る
は
見
る
に
忍
び
ず 

 

066 

草
生
津
の
岸
に
咲
く
桜は

な

キ
リ
シ
タ
ン
哀
史
を
知
る
や
し
ん
し
ん
と
散
る 

 

秋
田
市 

佐
々
木 

鏡
子 

067 

朝
焼
け
に
一
番
星
と
半
月
が
雀
の
声
よ
空
へ
と
響
け 

 

068 

胡
瓜
な
り
と
う
も
ろ
こ
し
の
花
が
咲
き
新
人
な
が
ら
ほ
っ
と
一
息 

 

秋
田
市 

鈴
木 

秀
子 

069 

四
本
の
西
瓜
苗
も
ら
い
初
に
植
え
人
工
受
粉
西
瓜
球た

ま

な
る 

 

070 

初
に
植
え
な
り
し
西
瓜
に
受
粉
も
し
小
玉
西
瓜
を
毎
日
見
て
る 

 

横
手
市 

小
田
嶋 

昭
一 

071 
か
わ
た
れ
の
畔
道
ゆ
く
に
清
浄
と
蕎
麦
の
花
満
つ
心
緩
び
ぬ 

 

072 
奥
山
の
老
鶯
の
声
た
た
せ
つ
つ
粽
巻
き
ゆ
く
み
ど
り
さ
や
け
く 

 

大
仙
市 

荒
川 

け
い
子 

073 

勇
ま
し
き
菖
蒲
叩
き
の
子
ら
の
声
村
を
満
た
し
て
山
に
こ
だ
ま
す 

 

074 

幼
よ
り
夢
と
定
め
し
大
舞
台
今
勝
ち
捕
り
て
パ
リ
に
羽
ば
た
く 
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五
城
目
町 

八
柳 

知
徳 

075 

朝
早
く
草
刈
る
母
が
採
り
く
る
る
赤
い
木
苺
遠
き
思
い
出 

 

076 
農
薬
を
か
け
ず
に
育
て
し
夏
キ
ャ
ベ
ツ
赤
子
を
抱
く
ご
と
愛
お
し
み
穫
る 

 

秋
田
市 

工
藤 

一
子 

077 

か
あ
さ
ん
の
瞳
の
ま
な
か
に
映
ら
ん
と
ベ
ッ
ド
の
脇
に
わ
が
身
か
が
め
る 

 

078 

は
つ
な
つ
の
朝
の
匂
い
を
嗅
が
ん
と
し
コ
ジ
ロ
ー
寄
り
ぬ
出
窓
の
下
へ 

 

秋
田
市 

蓬
田 

真
弓 

079 

草
原
と
わ
が
呼
ぶ
庭
を
揺
す
ぶ
り
て
川
渡
り
来
し
風
が
過
ぎ
ゆ
く 

 

080 

刈
ら
れ
た
る
草
の
悶
え
の
名
残
と
も
日
を
経
て
庭
に
い
き
れ
の
去
ら
ず 

 

秋
田
市 

石
塚 

美
恵 
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一
般
の
部 

         
 

詩 

部 

門 
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鈴 

 

木 
 

修 
 

一  

選 

    

特  

選 風
を
見
た 

秋
田
市 

 

丘 

は
な
み 

 
 
  

  

秀  

逸 夏
草
の
向
う
に
は 

秋
田
市 

 

西
村 

靖
孝 

   
 

  

入  

選 風
呂
敷
お
ば
あ
さ
ん 

秋
田
市 

 

堀
井 

喜
代
子  

 
  

         

鈴  

木 
 

修  

一  

先
生 

 
 
  

昭
和
三
十
五
年
秋
田
市
生
ま
れ
。
詩
誌
「
密
造
者
」
同
人
。
県
内
の
高
校
で
国
語
科
教
員

と
し
て
勤
め
る
。
令
和
二
年
七
月
、
詩
集
『
緑
の
帆
船
』
刊
行
。
短
歌
・
俳
句
も
創
作
し
、

歌
誌
「
運
河
」
に
詩
歌
論
「
詩
歌
の
引
力
」
を
連
載
中
。
昨
秋
の
大
会
参
加
記
念
の
一
首
、

「
稔
り
田
を
越
え
森
に
入
る
鳥
影
の
ひ
か
り
刻
ま
ん
露
月
の
里
に
」 

  

選  

評 
 
 

特
選
「
風
を
見
た
」 

花
や
雲
と
戯
れ
る
風
の
表
情
が
想
像
力
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
誰
が
風
を
見
た
で
し
ょ
う
」
で
始
ま
る
童
謡
「
風
」
（
堀
口
大
學
訳
）
を
思
い
出
し
た

が
、
読
み
心
地
の
良
さ
で
流
れ
ず
に
、
終
わ
り
の
方
で
ぐ
っ
と
深
ま
り
を
見
せ
る
。
「
風

の
種
」
と
は
、
他
者
と
の
交
友
の
縁
の
喩
え
で
あ
ろ
う
か
。
「
爽
や
か
な
風
」
が
一
歩
踏

み
出
す
勇
気
を
く
れ
る
最
終
連
の
描
写
も
美
し
く
、
理
に
落
ち
る
こ
と
な
く
し
な
や
か
に

描
き
き
っ
た
佳
品
で
あ
る
。 

 
 

秀
逸
「
夏
草
の
向
う
に
は
」 

少
年
少
女
の
心
身
の
有
り
様
を
、
夏
ら
し
い
タ
ッ
チ
で

描
き
上
げ
た
作
品
。
少
女
は
、
少
年
の
求
愛
を
受
け
ず
、
拒
ま
ず
、
真
夏
の
夜
の
夢
を
見

る
と
い
う
。「
わ
が
ま
ま
は
男
の
罪
／
そ
れ
を
許
さ
な
い
の
は
女
の
罪
」（
虹
と
ス
ニ
ー
カ

ー
の
頃
）
の
手
前
の
あ
ど
け
な
さ
。
最
終
連
で
は
、
越
え
る
べ
き
父
の
存
在
が
さ
ら
り
と

示
さ
れ
、
新
た
な
テ
ー
マ
性
を
加
え
て
い
る
。
過
去
か
ら
現
在
と
い
う
未
来
へ
、
夏
空
に

時
空
の
扉
が
開
か
れ
た
。 

 

 
 

入
選
「
風
呂
敷
お
ば
あ
さ
ん
」 

Ａ
Ｉ
登
場
で
仕
事
を
奪
わ
れ
る
危
惧
よ
り
も
、
人
間

の
Ａ
Ｉ
化
こ
そ
怖
い
と
思
う
自
分
に
と
っ
て
、
風
呂
敷
お
ば
あ
さ
ん
の
ア
ナ
ロ
グ
感
は
絶

滅
危
惧
種
的
に
尊
く
感
じ
ら
れ
た
。
細
や
か
な
描
写
の
中
に
作
者
の
思
想
が
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。
部
品
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
を
包
ん
で
こ
そ
の
人
間
で
あ
り
た

い
も
の
だ･

･･

。「
同
じ
人
間
な
の
に 

反
発
作
用
」
な
ど
、
効
果
的
に
散
り
ば
め
た
風
刺

の
表
現
に
も
注
目
し
た
。 

 
 

寄
せ
ら
れ
た
作
品
に
は
、
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
昔
や
、
人
生
の
軌
跡
、
忘
れ
え
ぬ
分

岐
点
な
ど
、
表
現
す
べ
き
大
切
な
も
の
が
感
慨
深
く
描
か
れ
て
い
た
が
、
「
詩
」
以
上
に

言
葉
を
尽
く
せ
る
随
想
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
た
ら
、
む
し
ろ
感
動
が
増
す
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
た
。
感
慨
の
表
現
が
強
す
ぎ
る
と
、
読
者
が
入
り
込
む
余
地
を
無
く
し
、
余
韻
が
響

か
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
読
者
と
と
も
に
創
り
あ
げ
る
感
動
、
問
い
か
け
る
べ

き
こ
と
な
ど
、
作
者
が
第
一
の
読
者
の
意
識
を
も
っ
て
仕
上
げ
る
の
も
、
詩
を
完
成
品
に

近
づ
け
る
有
益
な
方
法
と
な
る
だ
ろ
う
。 
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秋

田

市

 

丘

 

は

な

み

 

 
 

風

を

見

た 

 

薄

青

色

の

風

を

見

た

 

薄

桃

色

の

ミ

ヤ

コ

ワ

ス

レ

の

花

び

ら

を

 

さ

や

さ

ヤ

と

撫

で

て

 

照

れ

く

さ

そ

う

に

 

過

ぎ

て

い

っ

た
 

 

透

き

通

る

よ

う

な

風

を

見

た

 

真

っ

白

な

ク

レ

マ

チ

ス

の

大

輪

に

 

何

や

ら

ひ

そ

ひ

そ

さ

さ

や

い

て

 

に

っ

こ

り

手

を

振

っ

て

い

っ

た

 

 

い

た

ず

ら

っ

子

の

風

を

見

た

 

青

空

に

す

ー

っ

と

伸

び

た

飛

行

機

雲

を

追

い

か

け

 

尻

尾

を

つ

か

ん

で

ゆ

ら

ゆ

ら

揺

す

っ

た

 

真

っ

直

ぐ

な

雲

は

く

ね

く

ね

身

を

よ

じ

っ

て

し

ま

っ

た

 

 

甘

い

香

り

の

風

を

見

た

 

天

を

突

く

大

杉

に

 

藤

の

花

房

が

指

の

先

ま

で

 

ま

と

わ

り

つ

い

て

い

る

の

を

見

つ

け

 

ふ

わ

ふ

わ

揺

す

っ

て

 

一

緒

に

踊

っ

て

い

た

 

 

世

話

好

き

な

風

を

見

た

 

行

き

会

う

誰

に

も

丁

寧

に

声

を

か

け

 

道

の

端

っ

こ

に

寝

そ

べ

っ

て

い

た

病

葉

を

 

く

る

り

く

る

り

と

宙

返

り

さ

せ

て

喜

ば

せ

て

い

た

 

 

幼

子

の

よ

う

な

風

を

見

た

 

メ

ダ

カ

の

群

れ

が

気

持

よ

さ

げ

に

泳

ぐ

小

川

を

の

ぞ

き

 

一

緒

に

遊

ぼ

う

と

水

面

を

キ

ラ

キ

ラ

は

ね

ち

ら

し

 

お

散

歩

中

の

メ

ダ

カ

の

群

れ

を

ビ

ッ

ク

リ

さ

せ

て

い

た

 

 

私

の

中

に

フ

ル

フ

ル

震

え

る

風

の

種

が

ひ

そ

ん

で

い

る

 

い

く

つ

も

の

種

が

 

何

か

を

待

っ

て

い

る

 

目

に

見

え

ず

 

手

に

触

れ

ら

れ

ず

 

い

つ

か

は

外

に

出

よ

う

と

う

ご

め

い

て

い

る

風

の

種

 

 

ど

こ

の

誰

に

優

し

く

温

か

く

吹

く

だ

ろ

う

か

 

も

し

か

し

て

 
激

し

く

 

荒

々

し

く

 
キ

リ

キ

リ

と

吹

く

の

だ

ろ

う

か

 

 

震

え

る

種

を

抱

き

な

が

ら

 

ふ

と

立

ち

止

ま

っ

て

見

上

げ

る

空

か

ら
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が
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を
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っ
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靖

孝

 

 
 

夏

草

の

向

う

に
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夏

草

の

向

う

に

は

 

白

く

煙

る

夏

空

が

映

え

て
 

水

色

の

キ

ャ

ン

バ

ス

に

 

少

年

は

何

を

描

こ

う

と

し

て

 

汗

の

滴

り

と

 

色

濃

い

影

法

師

に

 

息

を

弾

ま

せ

 

む

せ

か

え

る

草

い

き

れ

の

 

た

ぎ

り

を

吸

う

の

か

 

 

少

女

の

後

れ

毛

は

 

何

を

た

め

ら

い

 

少

年

の

求

愛

に

 

ハ

ミ

ン

グ

し

て

 

健

や

か

な

汗

を

諭

し

な

が

ら

 

自

ら

は

 

汗

ば

む

午

後

の

 

眠

り

に

 

熱

帯

の

夜

を

 

夢

見

て

い

る

の

か

 

 

夏

草

の

そ

よ

ぎ

に

 

鳥

た

ち

は

唄

い

 

川

面

を

渡

る

風

は

 

時

に

涼

し

く

吹

き

抜

け

 

少

年

の

少

女

の

 

額

の

汗

の

焦

慮

を

 

な

だ

め

諭

し

て

乾

か

し

 

快

活

な

真

昼

の

笑

い

声

は

 

他

愛

も

な

く

ま

だ

あ

ど

け

な

い

 

 

オ

オ

ヨ

シ

キ

リ

が

川

原

に

 

し

き

り

に

鳴

く

真

昼

に

 

少

年

は

何

を

夢

想

し

て

 

沸

き

上

が

る

雲

を

 

見

つ

め

て

い

た

か

 

夏

空

の

向

う

の

稜

線

に

 
そ

し

て

父

の

背

中

は

あ

っ

た

か
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風

呂

敷

お

ば

あ

さ

ん 

 

包

み

込

む

 

す

べ

て

の

も

の

 

い

い

も

の

も

 

わ

る

い

も

の

も
 

壊

れ

そ

う

な

 

小

さ

な

も

の

も

 

ご

つ

ご

つ

し

た

 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

の

石

を

 

背

中

に

背

負

っ

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い
 

胸

の

前

に

結

ん

だ

こ

ぶ

は

 

神

様

に

お

願

い

す

る

よ

う

に

 

固

く

結

ば

れ

て

い

て

 

簡

単

に

は

 

ほ

ど

け

な

い

 

目

尻

と

口

元

の

 

深

い

し

わ

は

 

風

呂

敷

の

模

様

に

 

溶

け

込

ん

で

い

る

 

顔

の

横

を

流

れ

る

 

白

髪

は

 

頭

の

て

っ

ぺ

ん

 

団

子

に

し

て

 

束

ね

ら

れ

て

い

る

 

動

き

は

 

ゆ

っ

く

り

だ

が

 

微

塵

の

ス

キ

が

見

ら

れ

な

い

 

照

り

つ

け

る

 

日

差

し

 

地

面

か

ら

雲

の

よ

う

な

湯

気

が

 

蒸

発

し

て

い

る

 

こ

の

ま

ま

 

幻

の

よ

う

に

 

風

呂

敷

お

ば

あ

さ

ん

が

 

消

え

て

し

ま

う

気

が

す

る

 

私

は

 

す

ぐ

さ

ま

ペ

ン

を

走

ら

せ

た

 

車

が

通

る

の

は

 

日

常

茶

飯

事

 

平

日

の

通

勤

ラ

ッ

シ

ュ

 

歩

い

て

い

る

人

々

は

 

ぶ

つ

か

ら

ず

に

 

そ

れ

ぞ

れ

の

場

所

に

行

く

 

同

じ

人

間

な

の

に

 

反

発

作

用

 

自

然

の

磁

力

の

持

つ

力

な

の

か

 

子

供

の

 

小

さ

な

手

に

も

つ

ア

イ

ス

が

 

と

け

て

 

崩

れ

た

 

高

い

ビ

ル

の

狭

間

か

ら

み

え

る

 

景

色

 

建

物

が

壊

さ

れ

た

跡

地

だ

ろ

う

か

 

蝶

が

舞

う

 

野

原

が

広

が

っ

て

い

る

 

風

呂

敷

お

ば

あ

さ

ん

は

 

ビ

ル

の

狭

間

を

 

奥

へ

奥

へ

と

・

・

・

 
や

が

て

 

小

さ

く

 

み

え

な

く

な

っ

た
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大

仙

市

 

髙

橋

 

峯

夫

 

 
 

田

沢

湖 

 

白

浜

が

浸

か

り
 

蒼

白

く

水

を

湛

え

 

波

は

打

た

ず

 

動

き

を

見

せ

な

い

 

湖

畔

の

並

木

は

 

直

立

を

保

ち

 

じ

っ

と

し

て

賑

わ

い

を

待

っ

て

い

る

 

 

人

の

出

入

り

の

な

い

建

物

の

 

う

す

く

剥

げ

た

看

板

は

 

塗

り

替

え

を

待

つ

 

以

前

の

ま

ま

だ

っ

た

り

 

名

前

が

変

わ

っ

た

り

 

時

代

の

移

り

変

わ

り

を

 

知

ら

せ

る

佇

ま

い

に

 

親

し

み

を

与

え

て

く

れ

る

 

  

田

の

草

取

り

が

済

め

ば

 

開

か

れ

る

青

年

宿

泊

集

会

 

郡

内

各

地

か

ら

集

ま

っ

て

く

る

 

再

会

の

約

束

を

胸

に

秘

め

 

新

し

い

出

会

い

に

夢

を

膨

ら

ま

せ

 

二

泊

三

日

の

集

ま

り

 

 

歌

を

う

た

い

 

議

論

を

交

わ

し

 

踊

り

 

徹

夜

で

記

録

の

ガ

リ

版

書

き

 

ボ

ー

ト

に

誘

い

 

別

れ

を

惜

し

み

 

再

会

を

誓

い

湖

畔

を

あ

と

に

す

る

 

 

時

代

は

過

ぎ

て

令

和

 

あ

の

若

者

た

ち

の

多

く

は

鬼

籍

に

入

い

り

 

当

時

を

知

る

人

 

語

り

合

う

人

は

お

ら

ず

 

蓬

莱

館

は

解

さ

れ

 

玄

関

の

松

は

伐

ら

れ

 

跡

形

も

な

い

 
湖

畔

の

北

半

周

を

通

り

ペ

ー

ジ

を

め

く

る
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博

子

 
た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

に

 

ぼ

く

た

ち

は

生

れ

た
 

世

界

中

の

ぼ

く

た

ち

が
 

黄

色

い

リ

ボ

ン

で

手

と

手

を

繋

げ

ば

 

明

日

へ

の

夢

が

ひ

ろ

が

っ

て

い

く
 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

に

 

わ

た

し

た

ち

は

生

れ

た

 

世

界

中

の

わ

た

し

た

ち

が

 

赤

い

リ

ボ

ン

で

手

と

手

を

繋

げ

ば

 

輝

く

希

望

へ

と

つ

な

が

っ

て

い

く

 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

に

 

す

べ

て

の

人

が

生

れ

た

 

世

界

中

の

す

べ

て

の

人

が

 

青

い

リ

ボ

ン

で

手

と

手

を

繋

げ

ば

 

未

来

に

向

っ

て

歩

い

て

い

け

る

 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

で

 

悲

し

み

苦

し

み

喜

び

を

 

す

べ

て

の

人

と

分

ち

合

い

 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

で

 

ぼ

く

た

ち

 

わ

た

し

た

ち

 

す

べ

て

の

笑

顔

と

出

逢

い

た

い

 

 

た

っ

た

ひ

と

つ

の

ま

ー

る

い

地

球

を

 

大

き

な

リ

ボ

ン

で

飾

り

た

い
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秋

田

市

 

加

藤

 

隆

二

 
想

い

だ

す

こ

と

ど

も 

 

小

作

農

家

が

倚

り

あ

う

集

落

 

戸

数

は

た

っ

た

の

十

七

軒

 

同

期

の

サ

ク

ラ

は

九

人

も

い

た

 

開

闢

か
い
び
ゃ
く

以

来

と

い

う

彩い
ろ

刷

り

ず

り

の

教

科

書

 

風

呂

敷

に

包

ん

で

登

校

し

た

 

 

鳥

海

山

に

雪

形

の

「

種

蒔

き

爺

っ

こ

」

 

結

い

を

組

ん

で

田

植

え

を

し

た

 

谷

地

田

の

先

に

拡

が

る

原

っ

ぱ

 

煙

火

の

ろ

し

が

あ

が

っ

て

早

苗

饗

の

運

動

会

 

リ

ヤ

カ

ー

に

自

前

の

濁

り

酒

が

躍

る

 

 

夏

休

み

は

、

お

稲

荷

様

の

境

内

 

呉

座

を

敷

い

て

絵

日

記

も

書

い

た

 

陽

が

昇

る

と

用

水

路

で

泳

い

だ

 

み

ん

な

ス

ッ

ポ

ン

ポ

ン

 

唇

を

真

っ

青

に

し

て

戯

れ

あ

っ

た

 

 

稲

刈

り

が

終

っ

て

の

秋

の

学

芸

発

表

会

 

婦

人

従

軍

歌

の

流

れ

る

舞

台

 

級

長

の

Ｈ

君

と

組

ん

で

の

寸

劇

 

斥

候

の

役

で

の

「

血

染

め

の

報

告

」

 

埋

め

つ

く

し

た

母

た

ち

の

泪

を

誘

っ

た

 

 

鳥

海

颪

の

哮

る

雪

の

通

学

路

 

雪

標

の

豆

殻

が

た

よ

り

で

あ

っ

た

 

や

っ

と

の

思

い

で

辿

り

つ

き

 

薪

ス

ト

ー

ブ

を

囲

ん

で

暖

を

と

っ

た

 

先

生

の

眸

が

優

し

か

っ

た

 

 

尋

常

高

等

小

学

校

最

後

の

卒

業

生

 

あ

れ

か

ら

戦

中

戦

後

の

幾

星

霜

 

同

期

の

サ

ク

ラ

も

逝

っ

て

し

ま

っ

た

 

四

季

折

り

折

り

の

メ

ー

ト

と

の

邂

逅

 

夢

寐

に

も

忘

れ

な

い

想

い

出

で

あ

る
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５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋

田

市

 

岡

部

 

い

さ

む

 

 
 

夢

の

詩 

 

大

掃

除

の

藁

筵

打

つ

 

バ

タ

バ

タ

の

音

が

向

山

に

響

く

 

忙

し

い

音

だ

 

 

餅

を

つ

く

杵

の

音

が

す

る

 

ふ

っ

く

ら

と

し

た

音

だ

 

 

注

連

縄

を

作

る

で

あ

ろ

う

か

 

藁

打

つ

音

が

す

る

 

豊

か

な

音

だ

 

 

横

綱

の

土

俵

入

の

真

似

を

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

 

お

父

の

大

き

な

声

が

す

る

 

ま

ろ

や

か

な

音

だ

 

 

ど

こ

か

の

家

の

門

松

よ

り

も

 

一

番

枝

振

り

が

良

い

と

自

慢

し

な

が

ら

 

手

い

っ

ぱ

い

に

抱

え

込

み

 

腰

に

付

け

た

三

刀

が

カ

タ

カ

タ

響

く

 

は

し

ゃ

い

だ

音

だ

 

 

迎

え

た

正

月

の

若

水

汲

み

に

 

行

く

足

音

が

聞

こ

え

た

と

思

っ

た

ら

 

も

う

拍

手

が

座

敷

に

鳴

る

 

つ

つ

ま

し

い

音

だ

 

 

こ

れ

か

ら

の

音

は

最

早

未

来

の

遺

産

か

 

夢

の

天

地

創

造

の

詩

歌

 

は

し

ゃ

い

だ

音

だ
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秋

田

市

 

工

藤

 

光

一

 

 
 

買

い

そ

び

れ

た

切

手 

 

普

段

よ

り

少

し

早

め

に

家

を

出

て

 

向

か

う

郵

便

局

 

 

軋

む

ド

ア

を

開

け

る

と

 

「

や

あ

ー

お

早

よ

う

! !
」

 

既

に

で

き

て

い

る

行

列

 

待

ち

き

れ

な

い

児

童

生

徒

 

切

手

や

葉

書

な

ど

の

発

売

コ

ー

ナ

ー

が

 

他

の

窓

口

よ

り

早

め

に

開

く

郵

便

局

 

 

昭

和

四

十

五

年

十

月

二

日

 

国

際

文

通

週

間

の

浮

世

絵

切

手

で

「

駅

逓

寮

」

の

発

売

日
 

色

鮮

や

か

で

美

し

い

図

案

の

五

十

円

切

手

 

で

も

残

念

な

こ

と

に

途

中

で

売

り

切

れ

と

窓

口

職

員

 

発

売

日

か

ら

プ

レ

ミ

ア

ム

が

付

く

こ

と

も

あ

る

切

手

 

 

仲

間

が

明

暗

を

分

け

た

切

手

発

売

日

 

昼

休

み

 

ク

ラ

ス

の

仲

間

が

「

一

枚

譲

れ

よ

! !
」

と

買

う

こ

と

の

 

で

き

た

人

に

交

渉

を

持

ち

か

け

る

 

悩

ん

だ

末

に

譲

る

こ

と

を

決

め

た

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

の

 

さ

さ

や

か

な

勇

断

 

 

買

え

な

か

っ

た

自

分

も

 

日

を

改

め

て

 

親

友

の

Ｊ

君

に

相

談

を

も

ち

か

け

る

こ

と

に

し

た

 

片

道

２

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

近

く

向

か

う

山

あ

い

の

道

 

「

よ

く

来

た

な

あ

･
･
･

ま

ず

家

に

入

れ

よ

! !
」

と

 

文

通

週

間

の

切

手

の

こ

と

を

話

し

 

「

そ

れ

は

残

念

だ

っ

た

な

あ

」

と

一

枚

だ

け

譲

っ

て

 

も

ら

う

こ

と

に

し

た

秋

の

日

暮

れ

･
･
･
 

Ｊ

君

と

の

交

友

関

係

は

社

会

人

に

な

る

ま

で

続

い

て

 

切

手

の

持

つ

魅

力

の

深

さ

を

知

っ

た

 

 

土

曜

日

の

放

課

後

２

年

Ｂ

組

に

集

う

収

集

家

？

 

そ

れ

ぞ

れ

の

ア

ル

バ

ム

が

花

開

く

切

手

の

交

換

会

 

教

師

ま

で

話

の

輪

に

加

わ

っ

て

い

た

切

手

収

集

教

室

 

       



 32

０
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秋

田

市

 

渡

邊

 

幸

夫

 

 
 

男

の

足

跡 

 

卒

寿

祝

い

を

前

に

し

た

 

愚

か

な

男

の

歩

ん

だ

道

は

 

な

ん

と

粗

雑

な

道

程

な

の

か

 

試

練

と

懺

悔

の

足

跡

ば

か

り
 

そ

れ

で

も

明

る

い

老

人

だ

っ

た
 

 

節

目

節

目

の

厄

年

は

 

欠

か

さ

ず

お

祓

い

し

て

た

の

に

 

報

わ

れ

ぬ

男

の

歩

い

た

道

は

 

山

と

谷

と

の

苦

難

の

道

程

 

不

運

と

不

遇

の

足

跡

ば

か

り

 

そ

れ

で

も

笑

顔

の

老

人

だ

っ

た

 

 

向

上

心

の

赴

く

ま

ま

に

 

奇

抜

に

生

き

た

男

の

道

は

 

挑

戦

と

挫

折

の

道

程

で

 

失

敗

と

貧

乏

の

足

跡

ば

か

り

 

そ

れ

で

も

負

け

ぬ

老

人

だ

っ

た

 

律

儀

一

途

に

生

き

た

 

ア

ホ

な

男

の

歩

ん

だ

道

は

 

期

待

と

裏

切

り

の

道

程

で

 

波

乱

と

幸

運

の

足

跡

ば

か

り

 

そ

れ

を

愉

し

む

老

人

だ

っ

た

 

 

終

活

期

を

前

に

し

た

 

破

天

荒

な

男

の

歩

い

た

道

は

 

凪

と

嵐

の

険

し

い

道

程

 

後

悔

と

懺

悔

の

足

跡

ば

か

り

 

弱

音

を

吐

か

ぬ

老

人

だ

っ

た

 

 

終

着

駅

の

近

づ

い

た

 

老

い

た

男

の

歩

ん

だ

道

は

 

試

練

試

練

の

爪

痕

で

 

感

謝

と

反

省

の

足

跡

ば

か

り

 

そ

れ

で

も

朗

る

い

老

人

は

 

瞼

を

閉

じ

て

穏

や

か

に

 

い

ま

地

平

線

に

か

か

ろ

う

と

・

・

・
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名

前

 

金

万

 

和

 
 

 
 

 

 
 

門

出
 

 

五

十

六

年

前

の

人

生

の

出

発

点

に

立

っ

て

み

た

 

紆

余

曲

折

を

乗

り

越

え

 

い

つ

の

間

に

こ

ん

な

に

遠

く

へ

・

・

・

 

今

思

え

ば

 

結

婚

式

の

時

忘

れ

ら

れ

な

い

の

は

 

父

の

大

粒

の

涙

か

も

知

れ

な

い
 

母

を

早

く

亡

く

し

た

私

に

 

父

は

人

並

み

に

と

 

花

嫁

道

具

一

式

持

た

せ

て

く

れ

た

 

し

か

し

父

に

し

て

み

れ

ば

 

も

し

母

が

 

生

き

て

い

れ

ば

 

も

し

母

が

と

・

・

・

 

深

い

哀

し

み

が

込

み

上

げ

て

来

た

の

か

 

大

粒

の

涙

を

ボ

ロ

ボ

ロ

流

し

な

が

ら

 

「

頑

張

れ

よ

 

頑

張

れ

よ

! !
」

と

 

無

口

な

父

の

大

き

な

手

が

 

私

の

手

を

握

っ

た

 

 

泣

く

ま

い

と

思

っ

た

が

 

涙

が

勝

手

に

流

れ

た

 

そ

れ

は

 

父

の

涙

の

訳

は

き

っ

と

 

私

の

心

奥

に

沈

ん

で

い

た

も

の

と

 

同

じ

だ

と

感

じ

た

か

ら

か

も

し

れ

な

い

 

 

子

育

て

で

疲

れ

た

時

に

 

仕

事

で

萎

え

た

時

 

夫

婦

喧

嘩

し

た

時

 

逆

境

に

立

た

さ

れ

た

時

に

 

結

婚

式

の

あ

の

父

の

涙

と

強

く

握

っ

た

 

大

き

な

手

を

思

っ

た

 

 

そ

れ

は

私

を

人

生

の

出

発

点

に

戻

し

 

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

初

心

に

戻

し

た

 

母

に

も

見

せ

た

こ

と

の

な

い

父

の

涙

 

母

の

知

ら

な

い

長

い

長

い

父

の

 

哀

惜

の

歳

月

 

お

酒

の

力

を

借

り

て

私

に

言

っ

た

頑

張

れ

よ

! !
の

 

声

と

無

骨

な

父

の

大

き

な

手

が

 

五

十

六

年

間

私

の

心

の

中

に

生

き

て

い

る

 

あ

の

涙

は

き

っ

と

こ

れ

か

ら

も

私

の

 

日

常

の

埃

を

洗

い

流

し

て

く

れ

る

だ

ろ

う
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柳
部
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34 

 
長
谷
川 

 

酔 
 

月 
 

選 

    

特  

選 

   

素
う
ど
ん
に
夢
一
つ
ず
つ
ひ
と
つ
ず
つ 

秋
田
市 

 

わ
し
や 

み
つ
こ 

     

秀  

逸 

   

ふ
る
里
の
星
降
る
音
を
聞
き
に
行
く 

能
代
市 

 

柴
田 
テ
ツ
子 

      

説
諭
す
る
言
葉
に
深
い
海
添
え
る 

秋
田
市 

 

川
越 

柳
伸 

   

入  

選 

   

里
に
住
む
過
疎
を
逆
手
に
と
り
な
が
ら 

秋
田
市 

 

鈴
木 

明
夫 

    

過
疎
の
村
ガ
キ
大
将
が
懐
か
し
い 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

 

渡
邉 

照
夫 

    

人
が
来
る
家
に
大
き
な
鍋
が
あ
る 

秋
田
市 

 

荒
木 

小
菊 

    

ふ
る
里
を
お
も
え
ば
桜
あ
の
老
樹 

秋
田
市 

 

伊
藤 

光
愁 

    

生
き
が
い
を
刻
む
男
の
貌
と
な
る 

横
手
市 

 

阿
部 

清
風 

    
ま
あ
い
い
か
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
仮
の
世
だ 

秋
田
市 

 

小
池 

遊
眠 
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選  

評 
 

〈 

特 
選 

〉 

○
素
う
ど
ん
に
夢
一
つ
ず
つ
ひ
と
つ
ず
つ 

 
 
 
 
 
 

た
と
え
生
活
が
苦
し
く
て
も
夢
を
高
く
掲
げ
た
い
と
い
う
、
そ
ん
な
心
意
気
が
感

じ
ら
れ
る
句
。
人
生
に
対
す
る
ひ
た
向
き
な
作
風
が
好
感
で
あ
る
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
ふ
る
里
の
星
降
る
音
を
聞
き
に
行
く 

 
 
 
 
 
 

折
に
触
れ
て
は
恋
し
く
思
う
ふ
る
里
。
い
つ
か
は
そ
ん
な
空
気
の
澄
ん
だ
地
で
心

を
癒
や
し
た
い
と
い
う
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。 

   

○
説
諭
す
る
言
葉
に
深
い
海
添
え
る 

 
 
 
 
 
 

人
を
指
導
す
る
に
は
、
単
に
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
じ
っ
く
り
考
え

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
。「
深
い
海
」
が
絶
妙
な
表
現
。 

   

〈 

入  

選 

〉 

○
里
に
住
む
過
疎
を
逆
手
に
と
り
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 

本
県
は
過
疎
化
の
進
展
が
著
し
い
が
、
過
疎
地
な
ら
で
は
の
利
点
も
あ
る
筈
と
い

う
。
前
向
き
な
視
点
が
実
に
い
い
。 

   

○
過
疎
の
村
ガ
キ
大
将
が
懐
か
し
い 

 
 
 
 
 
 

生
ま
れ
育
っ
た
地
は
過
疎
の
ま
ま
だ
が
、
ど
こ
を
見
て
も
幼
い
頃
の
思
い
出
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。
納
得
の
句
。 

  

 

○
人
が
来
る
家
に
大
き
な
鍋
が
あ
る 

 
 
 
 
 

昔
は
催
し
な
ど
も
家
の
中
で
や
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
は
決
ま
っ
た

よ
う
に
大
き
な
鍋
が
活
躍
し
た
も
の
で
あ
る
。 

   

○
ふ
る
里
を
お
も
え
ば
桜
あ
の
老
樹 

 
 
 
 
 
 

冬
が
終
わ
っ
た
後
に
咲
く
桜
の
花
が
美
し
い
。
そ
ん
な
桜
の
木
が
今
も
あ
る
だ
ろ

う
か
と
懐
か
し
む
。
下
句
が
実
に
い
い
。 

   

○
生
き
が
い
を
刻
む
男
の
貌
と
な
る 

 
 
 
 
 
 

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
る
顔
の
皺
。
そ
れ
は
正
に
、
そ
の
人
生
を
刻
ん
で
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。 

   

○
ま
あ
い
い
か
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
仮
の
世
だ 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
世
は
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
仮
の
世
を
忍
ぶ
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
な
ん
と
い
う
。
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
の
句
で
あ
る
。 

     

長
谷
川 

 

酔  

月 
 

先
生 

 
 
 

秋
田
県
川
柳
懇
話
会
会
長 

昭
和
十
八
年
秋
田
市
生
ま
れ
。
平
成
六
年
川
柳
銀
の
笛
吟
社
創
設
・
同
吟
社
主
幹
。 

秋
田
魁
新
報
読
者
文
芸
柳
壇
選
者
。（
一
社
）
全
日
本
川
柳
協
会
理
事
。
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
振
興
会
評
議
員
。
こ
れ
ま
で
に
国
民
文
化
祭
お
よ
び
全
日
本
川
柳
大
会
の
選
者
、

全
日
本
川
柳
２
０
２
０
年
秋
田
大
会
（
誌
上
）
実
行
委
員
長
等
歴
任
。
秋
田
市
文
化
団
体

連
盟
章
、
東
北
川
柳
連
盟
功
労
賞
、
秋
田
市
文
化
章
、
秋
田
県
芸
術
選
奨
受
賞
。
秋
田
市

住
。
句
集
に
「
素
敵
な
油
断
」
「
ナ
イ
ー
ブ
な
駱
駝
」
。 
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特
別
賞
（
大
会
実
行
委
員
会
） 

 0
7
6
 
 
 

カ
マ
キ
リ
に
根
負
け
し
た
る
睨
め
っ
こ 

由
利
本
荘
市 

 

佐
々
木 

素
風 

   0
0
1 

老
害
を
嘆
く
ほ
か
な
し
選
挙
民 

 
 
 

大
仙
市 

櫻
田 

野
風
矢 

0
0
2 

「
熊
出
た
」
が
日
常
茶
飯
な
る
怖
さ 

 

0
0
3 

脛
ま
く
り
早
苗
打
つ
の
も
一
人
前

ひ

と

り
ま

え 
 
 
 

横
手
市 

み
さ
わ 

長
子 

0
0
4 

早
苗
振
り
の
忘
れ
ら
れ
な
い
あ
ず
き
汁 

 

0
0
5 

湧
く
泉
学
び
の
森
の
好
奇
心 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
市 

岸
部 

旭
星 

0
0
6 

よ
く
笑
う
赤
ん
坊
か
ら
貰
う
福 

 

0
0
7 

「
す
み
ま
せ
ん
」
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
躊
躇
す
る 

足
立
区 
佐
藤 

春
夫 

0
0
8 

安
眠
と
力
ん
で
今
夜
も
眠
れ
な
い 

 

0
0
9 

か
ぞ
え
日
を
か
ぞ
え
て
指
の
ス
ト
レ
ッ
チ 

美
郷
町 

二
藤 

閑
歩 

0
1
0 

断
末
魔 

村
存
続
の
核
の
ゴ
ミ 

 

0
1
1 

終
活
を
ず
る
ず
る
の
ば
し
生
き
て
い
る 

 
 
 

大
仙
市 

戸
沢 

ケ
イ
子 

0
1
2 

人
間
味
も
っ
と
い
い
味
出
し
た
い
ね 

 

0
1
3 

商
っ
た
し
ら
お
潟
鮒
寒
し
じ
み 

 
 
 
 

秋
田
市 

竹
下 

平
気 

0
1
4 

国
連
の
決
議
が
機
能
の
日
が
遠
い 

 

0
1
5 

里
に
住
む
過
疎
を
逆
手
に
と
り
な
が
ら 

 
 
 
 

秋
田
市 

鈴
木 

明
夫 

0
1
6 

踏
み
だ
せ
ば
景
色
は
自
分
色
に
な
る 

 

0
1
7 

無
料
だ
か
ら
手
指
消
毒
を
ま
め
に
や
り 

 
 
 
 

秋
田
市 

田
口 

穂
心 

0
1
8 

長
生
き
が
出
来
れ
ば
リ
ニ
ア
乗
り
た
い
な 

 

0
1
9 

受
験
の
日
落
ち
な
い
り
ん
ご
剥
く
ナ
イ
フ 

秋
田
市 

小
畑 

犀
川 

0
2
0 

飽
き
る
ま
で
や
ら
せ
て
ご
ら
ん
羽
化
の
前 

 

0
2
1 

口
止
め
の
花
札
大
見
栄
口
尖
り 

 
 
 

八
郎
潟
町 

田
中 

敏
裕 

0
2
2 

人
不
足
給
与
不
足
に
嫁
不
足 

 

0
2
3 

哲
学
は
母
か
ら
貰
う
試
練
道 

 
 
 
 
 
 
 

男
鹿
市 

は
ら
た 

多
恵 

0
2
4 

夢
を
持
ち
瞳
澄
ん
で
る
過
疎
の
子
等 

 

0
2
5 

七
草
と
呼
ば
れ
し
過
去
持
つ
草
を
抜
く 

 

埼
玉
県
鴻
巣
市 

渡
邉 

照
夫 

0
2
6 

過
疎
の
村
ガ
キ
大
将
が
懐
か
し
い 

 

0
2
7 

気
配
り
の
数
だ
け
皺
の
数
が
あ
る 

 
 

由
利
本
荘
市 

土
谷 

俊
雄 

0
2
8 

真
心
と
受
け
取
つ
た
薔
薇
造
花
と
は 

 

0
2
9 

ニ
ン
ゲ
ン
を
好
き
で
男
は
飛
躍
す
る 

 
 
 

五
城
目
町 

細
田 

陽
炎 

0
3
0 

父
は
は
に
貰
っ
た
両
手
に
銃
を
持
つ 

 

0
3
1 

振
り
向
か
ぬ
決
め
た
こ
の
道
ゆ
っ
く
り
と 

 
 

能
代
市 

柴
田 

テ
ツ
子 

0
3
2 

ふ
る
里
の
星
降
る
音
を
聞
き
に
行
く 

 

0
3
3 

賭
け
て
み
る
敗
者
復
活
戦
の
夢 

 
 
 
 

秋
田
市 

加
藤 

隆
二 

0
3
4 

自
分
史
に
粉
飾
め
き
し
事
い
く
つ 

 

0
3
5 

落
ち
椿
お
も
わ
ず
避
け
て
振
り
返
る 

 
 
 
 

能
代
市 

金
野 

長
悦 

0
3
6 

足
下
の
鉢
を
蹴
散
ら
す
夏
の
花 

 

0
3
7 

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
ふ
た
り
の
為
に
ひ
と
つ
買
う 

 
 

秋
田
市 

荒
木 

小
菊 
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0
3
8 

人
が
来
る
家
に
大
き
な
鍋
が
あ
る 

 

0
3
9 

介
護
す
る
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
て
す
る 

 
 
 
 

秋
田
市 

小
松 

凡
馬 

0
4
0 

次
の
世
は
女
に
生
ま
れ
子
沢
山 

 
 
 
 
 

0
4
1 

明
日
発
つ
倅
に
背
中
流
さ
れ
る 

 
 
 

五
城
目
町 

加
藤 

円
心 

0
4
2 

火
を
消
し
て
母
は
優
し
い
人
に
な
る 

 
 
 
 
 
 
 

0
4
3 

ほ
く
そ
笑
む
箪
笥
の
奥
の
帆
待
ち
ッ
コ 

 
 
 
 

秋
田
市 

須
永 

我
流 

0
4
4 

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
デ
ニ
ム
襤
褸
襤
褸
襤
褸
誇
り 

 

0
4
5 

芒
野
や
休
耕
田
の
為
山
の
果
て 

 
 
 
 

秋
田
市 

佐
藤 

紫
星 

0
4
6 

朝
昼
晩
妙
薬
飲
ん
で
日
々
好
調 

 

0
4
7 

母
の
日
の
背
に
昭
和
の
影
が
濃
い 

 
 
 
 

秋
田
市 

工
藤 

光
一 

0
4
8 

父
の
席
が
鉛
筆
立
て
に
な
る
矛
盾 

 

0
4
9 

言
の
葉
の
ヒ
ラ
リ
高
み
の
着
地
点 

 
 
 
秋
田
市 

船
木 

ミ
サ
子 

0
5
0 

優
し
さ
は
テ
ン
テ
ン
手
鞠
弾
ん
で
る 

 

0
5
1 

平
和
へ
の
架
け
橋
と
な
れ
天
の
川 

 
 
 
 

秋
田
市 

真
田 

勢
子 

0
5
2 

決
断
に
咲
く
ド
ク
ダ
ミ
の
白
い
華 

 

0
5
3 

一
書
よ
り
叱
咤
激
励
目
が
覚
め
る 

 
 
 
 

秋
田
市 

宮
腰 
流
木 

0
5
4 

さ
わ
や
か
な
朝
一
日
に
ス
イ
ッ
チ
オ
ン 

 

0
5
5 

ふ
る
里
を
お
も
え
ば
桜
あ
の
老
樹 

 
 
 
 

秋
田
市 

伊
藤 

光
愁 

0
5
6 

一
日
を
余
さ
ぬ
よ
う
に
終
い
の
章 

 

0
5
7 

生
き
が
い
を
刻
む
男
の
貌
と
な
る 

 
 
 
 

横
手
市 

阿
部 

清
風 

0
5
8 

夕
焼
け
て
明
日
は
き
っ
と
い
い
日
来
る 

 

0
5
9 

ま
あ
い
い
か
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
仮
の
世
だ 

秋
田
市 

小
池 

遊
眠 

0
6
0 

戝
な
く
も
父
の
生
き
方
背
に
見
せ
る 

 

0
6
1 

今
に
知
る
親
父
の
拳
固
手
の
温
み 

 
 
 
 

秋
田
市 

佐
藤 

歩
水 

0
6
2 

天
に
地
に
母
が
見
詰
め
る
慈
愛
の
眼 

 
 
 
 
 

0
6
3 

夏
の
日
を
入
道
雲
が
呼
ん
で
来
る 

 
 
 
 

秋
田
市 

小
原 

照
子 

0
6
4 

枕
下

ま
く
ら
も
と

孫
の
写
真
に
慰
さ
れ
て 

 

0
6
5 

誓
っ
て
も
誓
っ
て
も
な
お
遠
い
星 

 
 
 
 

秋
田
市 

加
藤 

栁
絮 

0
6
6 

何
時

い

つ

だ
っ
て
教
師
は
走
る
師
走
ま
で 

 

0
6
7 

や
わ
ら
か
い
雲
食
む
キ
リ
ン
い
る
平
和 

 
 
 
 

秋
田
市 

池 

ら
ん
丸 

0
6
8 

ふ
る
さ
と
の
紫
陽
花
の
夏
抱
き
上
げ
る 

 

0
6
9 

知
ら
ぬ
間
に
古
き
習
慣
顔
を
出
し 

 
 
 
 

秋
田
市 

風
間 

幸
藏 

0
7
0 

終
活
で"

家"

に
こ
だ
わ
る
我
が
心 

 

0
7
1 

正
論
が
強
弁
浴
び
て
被
弾
す
る 

 
 
 
 

秋
田
市 

川
越 

柳
伸 

0
7
2 

説
諭
す
る
言
葉
に
深
い
海
添
え
る 

 

0
7
3 

晴
れ
ば
か
り
続
く
と
淋
し
一
人
ぼ
ち 

 
 

秋
田
市 

わ
し
や 

み
つ
こ 

0
7
4 

素
う
ど
ん
に
夢
一
つ
ず
つ
ひ
と
つ
ず
つ 

 

0
7
5 

助
六
の
ご
と
き
手
足
の
昼
寝
の
子 

 

由
利
本
荘
市 

佐
々
木 

素
風 

0
7
6 

カ
マ
キ
リ
に
根
負
け
し
た
る
睨
め
っ
こ 
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小
・
中
・
高
校
生
の
部 

俳
句
部
門 
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入 

賞 

作 

品  
 

◎
小
学
生
の
部 

 

森 

田 

千
技
子 

 

選 
 

特  

選 

 

き
の
こ
よ
り
目
を
大
き
く
し
き
の
こ
と
り 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
二
年 

 

浦
嶋 

琉
翔 

  

秀  

逸 

 

ラ
ム
ネ
の
み
シ
ュ
ワ
ワ
と
口
の
中
に
星 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
三
年 

 

鈴
木 

知
紗
乃 

 

Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
ラ
ッ
プ
を
楽
し
む
若
葉
か
な 

秋
田
市 

 

日
新
小
五
年 

 
中
道 

愛
緒 

    

◎
中
学
生
の
部 

 

佐 

藤 
 

景 
 

心 
 

選 
 

特  

選 

   

恐
竜
も
き
っ
と
眺
め
た
流
れ
星 

秋
田
市 

 

山
王
中
二
年 

 

古
田 

心
宏 

秀  

逸 

   

涼
し
さ
や
母
が
食
器
を
す
す
ぐ
音 

松
山
市 

 

勝
山
中
一
年 

 

野
上 

愛
桜 

   

友
と
み
る
水
面
に
落
ち
る
夏
の
月 北

秋
田
市 

 

鷹
巣
中
三
年 

 

戸
澤 

侑
慶 

    

◎
高
校
生
の
部 

 

佐
々
木 

公 

平 
 

選 
 

特  

選 

  

風
鈴
の
音
色
が
包
む
祖
母
の
家 

潟
上
市 

 

秋
田
西
高
等
学
校
三
年 

 

小
幡 

の
の
は 

  

秀  

逸 

   

夏
祭
り
ゆ
れ
る
ち
ょ
う
ち
ん
光
る
空 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
二
年 

 

黒
澤 

一
輝 

 
 

サ
イ
ダ
ー
や
泡
と
く
だ
け
る
波
頭 

秋
田
市 

 

秋
田
ク
ラ
ー
ク
高
等
学
院
三
年 

 

加
藤 

昊 
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入  

選 
 

小
学
校
二
年 

2
1
 

ゆ
め
つ
れ
て
た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
と
ん
で
い
く 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

柳
川 

眞
夕 

2
3
 

だ
ん
ご
虫
ち
き
ゅ
う
を
ま
ね
て
ま
る
く
な
る 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

長
門 

凜 

2
7
 

み
つ
ば
ち
は
ぶ
ん
ぶ
ん
あ
ま
い
音
で
と
ぶ 

八
峰
町 

峰
浜
小 

長
門 

澪 

2
8
 

ど
ん
ぐ
り
に
む
し
が
は
い
っ
て
あ
ま
や
ど
り 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

大
高 

煌
也 

9
7
4 

な
つ
や
す
み
ば
あ
ば
と
じ
い
じ
い
え
い
い
ね 

 

由
利
本
荘
市 

尾
崎
小 

髙
橋 

咲
菜 

小
学
校
三
年 

3
6
 

つ
ば
め
と
ぶ
ひ
こ
う
き
よ
り
も
い
い
カ
ー
ブ 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

川
尻 

愛
叶 

4
6
 

今
日
お
わ
る
あ
か
い
キ
ャ
ッ
プ
の
西
日
さ
ん 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

福
司 

百
合 

8
6
 

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
く
る
し
い
あ
と
の
れ
い
茶
か
な 

 

由
利
本
荘
市 

西
目
小
学
校 

上
野 

千
咲
希 

9
3
 

し
合
終
了
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
ド
ロ
じ
っ
と
見
る 

 

由
利
本
荘
市 

西
目
小 
佐
藤 

沙
紀 

6
0
3 

ひ
ま
わ
り
が
風
に
ゆ
れ
て
る
ゆ
め
見
て
る 

 

能
代
市 

渟
城
南
小 

大
高 
美
咲 

6
0
4 

ア
メ
ン
ボ
ウ
に
ん
じ
ゃ
の
よ
う
に
に
げ
回
る 

 

能
代
市 

渟
城
南
小 

佐
藤 

汰
皇 

小
学
校
四
年 

4
8
 

清
流
の
女
王
と
な
っ
て
鮎
の
ぼ
れ 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

伊
勢 

蒼
介 

4
9
 

お
花
見
の
べ
ん
当
山
が
の
ぞ
き
見
る 

 

八
峰
町
立
峰
浜
小 

北
川 

大
翔 

6
4
7 

お
母
さ
ん
ス
リ
ッ
パ
は
い
た
ら
か
ぶ
と
虫 

能
代
市 

渟
城
南
小 

佐
々
木 

巧 

7
9
5 

十
さ
い
の
新
し
い
味
わ
さ
び
だ
な 

 

秋
田
市 

雄
和
小 

神
田 

倫
太
郎 

8
1
6 

試
合
前
見
上
げ
た
空
の
夏
の
色 

 

秋
田
市 

雄
和
小 

樋
渡 

倫
大 

1
0
2
2 

つ
ゆ
の
雲
て
る
て
る
ぼ
う
ず
が
わ
ら
っ
て
る 

由
利
本
荘
市 

尾
崎
小 

池
田 

佳
暖 

1
0
4
0 

さ
く
ら
ん
ぼ
つ
な
が
っ
て
る
の
は
兄
弟
だ 

 

由
利
本
荘
市 

尾
崎
小 

沖
山 

芽
衣
子 

小
学
校
五
年 

1
0
 

か
い
猫
は
コ
ロ
ン
と
た
お
れ
た
暑
す
ぎ
る 

 

に
か
ほ
市 

院
内
小 

涌
坪 

実
桜 

1
9
 

お
と
し
玉
十
万
以
上
く
だ
さ
い
な 

 

に
か
ほ
市 

院
内
小 

手
嶋 

楓
来 

5
7
 

暑
き
日
や
木
の
下
の
風
つ
か
ま
え
る 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

小
林 

士 

6
1
 

か
み
な
り
が
ご
め
ん
と
お
い
て
い
っ
た
虹 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

山
脇 

雫 

6
6
 

う
た
た
ね
を
じ
ゃ
ま
す
る
で
な
い
蜂
の
声 

 

八
峰
町 

峰
浜
小 

日
沼 

蓮 

5
6
3 

手
花
火
が
音
ぷ
の
よ
う
に
か
が
や
く
よ 

 

秋
田
市 

河
辺
小 

羽
根
川 

遥
希 

小
学
校
六
年 

1
9
5 

夏
休
み
な
な
ど
は
ち
ぶ
の
体
温
計 

 

由
利
本
荘
市 

西
目
小 

佐
々
木 

瑛
汰 

1
9
7 

ホ
イ
ッ
ス
ル
守
り
き
っ
た
ぞ
夏
の
雲 

 

由
利
本
荘
市 

西
目
小 

今
野 

岳 

2
1
3 

じ
り
じ
り
と
一
人
歩
く
よ
炎
天
下 

 

由
利
本
荘
市 

西
目
小 

澤
井 

練 

8
4
1 

運
動
会
団
長
と
し
て
の
責
任
感 

 

秋
田
市 

雄
和
小 

伊
藤 

仁 

8
5
7 

日
焼
け
し
て
な
が
い
く
つ
し
た
は
い
た
よ
う 

 

秋
田
市 

雄
和
小 

堀
井 

煌
介 

9
1
8 

夏
の
海
遠
く
に
船
が
う
か
ん
で
る 

 由
利
本
荘
市 

矢
島
小 

佐
藤 

琴
音 
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中
学
校
一
年 

2
2
 

ひ
ま
わ
り
は
あ
た
り
を
て
ら
す
希
望
か
な 

 

松
山
市 

勝
山
中 

冨
田 

喜
栄 

4
4
4 

春
風
の
自
転
車
忘
れ
物
は
な
し 

 

湯
沢
市 

湯
沢
北
中 

柴
田 

宏
人 

4
8
3 

朝
日
照
り
集
合
か
か
る
雪
か
き
だ 

 

湯
沢
市 

湯
沢
北
中 

眞
光 

優 

5
6
1 

夕
焼
に
ま
っ
か
に
染
ま
る
雄
物
川 

 

秋
田
市 

雄
和
中 

齊
藤 

未
都 

中
学
校
二
年 

4
1
 

夏
の
海
耳
を
す
ま
せ
ば
海
の
声 

 

松
山
市 

勝
山
中 

西
山 

陸
翔 

9
6
 

夏
の
夜
見
上
げ
た
空
に
大
三
角 

 
松
山
市 

勝
山
中 

﨑
山 

陽
和 

1
0
2 

麦
秋
の
金
色
世
界
風
が
吹
く 

 

松
山
市 
勝
山
中 

楠
橋 

芙
弥 

1
4
3 

夏
来
る
つ
い
に
本
番
中
総
体 

 

秋
田
市 

山
王
中 

阿
部 

紗
幸 

2
0
0 

せ
み
し
ぐ
れ
時
の
止
ま
っ
た
腕
時
計 
 

秋
田
市 

山
王
中 

佐
々
木 

康
介 

5
7
5 

母
の
日
の
花
一
本
も
う
つ
く
し
い 

 

秋
田
市 

雄
和
中 

伊
藤 
弥
姫 

中
学
校
三
年 

3
1
7 

春
雨
が
冷
却
装
置
ラ
ン
ニ
ン
グ 

 

秋
田
市 

岩
見
三
内
中 

船
木 

陽
和
太 

3
1
8 

雪
解
水
覆
い
被
さ
る
岩
見
川 

 

秋
田
市 

岩
見
三
内
中 

村
田 

翼 

3
2
6 

打
楽
器
の
音
色
か
が
や
き
梅
雨
明
け
る 

 

北
秋
田
市 

鷹
巣
中 

近
藤 

沙
椰 

3
5
4 

稽
古
後
の
輝
く
笑
顔
ソ
ー
ダ
水 

 

北
秋
田
市 

鷹
巣
中 

桜
田 

優
希
美 

3
9
3 

た
ん
ぽ
ぽ
の
種
が
と
び
か
う
青
い
空 

 

北
秋
田
市 

鷹
巣
中 

長
岐 

郁
杜 

 

高
等
学
校
一
年 

7
8
 

夏
休
み
み
ん
な
で
遊
ぶ
水
遊
び 

 

秋
田
市 

秋
田
令
和
高
等
学
校 

川
村 

凛
空 

8
4
 

夏
の
日
に
あ
み
を
片
手
に
虫
取
り
だ 

 

秋
田
市 

秋
田
令
和
高
等
学
校 

佐
藤 

蒼
冴 

9
6
 

夏
の
空
夜
に
輝
く
炎
の
花 

 秋
田
市 

秋
田
令
和
高
等
学
校 

加
賀 

結
人 

1
2
0 

夏
の
夜
お
は
や
し
の
音
で
に
ぎ
や
か
だ 

 

秋
田
市 

秋
田
令
和
高
等
学
校 

清
水 

希
海 

高
等
学
校
二
年 

1
2
 

ミ
ツ
バ
チ
の
ふ
と
目
に
と
ま
る
夏
あ
ざ
み 

 

秋
田
市 

秋
田
ク
ラ
ー
ク
高
等
学
院 

藤
田 

陽
太 

5
6
 

兄
さ
ん
と
釣
り
の
対
決
夏
の
海 

 

大
仙
市 

西
仙
北
高
等
学
校 

佐
藤 

愛
華 

1
2
4 

心
臓
の
鼓
動
と
花
火
響
く
夜 

 秋
田
市 

秋
田
令
和
高
等
学
校 

二
宮 

健
瑠 
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選 

者 

講 

評  
 

◆
小
学
生
の
部 

秋
田
県
現
代
俳
句
協
会
会
長  

森 

田 

千
技
子 

 
    

〈 

特  

選 

〉 

○
き
の
こ
よ
り
目
を
大
き
く
し
き
の
こ
と
り 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
二
年 
 

浦
嶋 

琉
翔 

 
 
 
 
 
 

き
の
こ
を
見
つ
け
た
い
気
持
ち
が
あ
り
あ
り
と
表
現
さ
れ
て
い
て
、
読
む
人
も
思

わ
ず
目
を
見
開
い
て
し
ま
う
ほ
ど
臨
場
感
が
あ
る
。 

 
 
 

ご
家
族
で
き
の
こ
と
り
に
出
か
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
か
が
ん
で
目
を

大
き
く
開
い
て
き
の
こ
に
戦
い
を
挑
ん
で
い
る
よ
う
な
滑
稽
さ
も
あ
る
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
ラ
ム
ネ
の
み
シ
ュ
ワ
ワ
と
口
の
中
に
星 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
三
年 

 

鈴
木 
知
紗
乃 

 
 
 
 
 
 

ラ
ム
ネ
瓶
の
ビ
ー
玉
を
こ
ろ
こ
ろ
さ
せ
な
が
ら
ご
く
り
と
飲
ん
だ
瞬
間
、
口
内
に

広
が
っ
た
爽
快
感
を
「
シ
ュ
ワ
ワ
」
と
表
現
し
、
更
に
星
が
鏤
め
ら
れ
た
よ
う
だ
と

感
じ
た
と
こ
ろ
に
詩
情
を
感
じ
る
。 

   

○
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
ラ
ッ
プ
を
楽
し
む
若
葉
か
な 

秋
田
市 

 

日
新
小
五
年 

 

中
道 

愛
緒 

  
 
 

ビ
ー
ト
の
利
い
た
曲
に
合
わ
せ
て
、
即
興
で
韻
を
踏
み
つ
つ
、
お
互
い
の
言
葉
に

よ
ど
み
な
く
言
葉
を
返
す
ラ
ッ
プ
バ
ト
ル
。
風
に
揺
れ
る
若
葉
が
絶
え
間
な
く
キ
ラ

キ
ラ
光
り
合
う
。
そ
の
情
景
を
ラ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
と
見
立
て
た
。 

   

〈 

入  

選 

〉 

○
だ
ん
ご
虫
ち
き
ゅ
う
を
ま
ね
て
ま
る
く
な
る 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
二
年 

 

長
門 

凜 

 
 
 
 
 
 

突
っ
つ
く
と
す
ぐ
に
体
を
丸
め
る
だ
ん
ご
虫
。
地
球
の
丸
さ
を
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
、
作
者
が
真
似
て
い
る
と
み
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。 

  

○
ど
ん
ぐ
り
に
む
し
が
は
い
っ
て
あ
ま
や
ど
り 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
二
年 

 

大
高 

煌
也 

 
 
 
 
 
 

虫
に
食
べ
ら
れ
て
穴
が
開
い
た
ど
ん
ぐ
り
。
そ
の
雨
に
雨
や
ど
り
を
し
て
い
る
虫
。

穴
は
優
し
い
ど
ん
ぐ
り
が
虫
に
食
べ
さ
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

  

○
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
く
る
し
い
あ
と
の
れ
い
茶
か
な 

由
利
本
荘
市 

 

西
目
小
三
年  

 

上
野 

千
咲
希 

 
 
 
 
 
 

き
つ
い
練
習
が
終
わ
っ
た
後
の
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
麦
茶
は
。
格
別
の
旨
さ
だ
。

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
苦
し
い
練
習
を
乗
り
こ
え
た
も
の
だ
け
が
知
る
味
だ
。 

  

○
し
合
終
了
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
ド
ロ
じ
っ
と
見
る 

由
利
本
荘
市 

 

西
目
小
三
年 

 

佐
藤 

沙
紀 

 
 
 
 
 
 

負
け
試
合
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
ド
ロ
な
の
で
し
ょ
う
。
敗
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
試

合
後
は
、
後
悔
や
無
念
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
。
「
じ
っ
と
見
る
」
は
そ
う
い
う
こ
と

な
の
だ
。
負
け
て
こ
そ
強
く
な
れ
る
と
い
う
も
の
。 
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○
ひ
ま
わ
り
が
風
に
ゆ
れ
て
る
ゆ
め
見
て
る 

能
代
市 

 

渟
城
南
小
三
年 

 

大
高 

美
咲 

 
 
 
 
 
 

い
つ
も
元
気
な
大
き
な
顔
の
ひ
ま
わ
り
が
風
に
う
つ
む
い
て
い
る
。
夢
を
見
な
が

ら
ね
む
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
て
る
」
の
繰
り
返
し
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
だ
。 

  

○
十
さ
い
の
新
し
い
味
わ
さ
び
だ
な 

秋
田
市 

 

雄
和
小
四
年 

 

神
田 

倫
太
郎 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
お
寿
司
は
わ
さ
び
抜
き
。
で
も
十
才
に
な
っ
た
作
者
は
ち
ょ
っ
と
冒

険
。
い
け
る
ぞ
。
美
味
し
い
ぞ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
近
づ
い
た
気
分
。
「
新
し
い

味
」
の
発
見
が
お
手
柄
。 

  

○
試
合
前
見
上
げ
た
空
の
夏
の
色 

秋
田
市 

 

雄
和
小
年 

 

樋
渡 

倫
大 

 
 
 
 
 
 

試
合
前
の
意
気
込
み
。
空
を
見
上
げ
、
今
ま
で
積
ん
で
き
た
練
習
を
思
い
出
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
夏
の
暑
さ
に
心
も
熱
く
燃
え
て
い
る
。 

  

○
つ
ゆ
の
雲
て
る
て
る
ぼ
う
ず
が
わ
ら
っ
て
る 

由
利
本
荘
市 

 

尾
崎
小
四
年  
池
田 

佳
暖 

 
 
 
 
 
 

灰
色
の
雲
が
広
が
っ
て
い
る
窓
。
笑
顔
の
て
る
て
る
坊
主
を
つ
る
し
「
あ
し
た
て

ん
き
に
な
あ
れ
」
の
小
さ
な
願
い
。
相
反
す
る
も
の
の
対
比
が
巧
み
。 

  

○
お
と
し
玉
十
万
以
上
く
だ
さ
い
な に

か
ほ
市 

 

院
内
小
五
年 

 

手
嶋 

楓
来 

 
 
 
 
 
 

現
実
感
の
あ
る
一
句
。
物
価
高
は
子
供
の
お
と
し
玉
に
も
跳
ね
か
え
る
。
「
十
万

以
上
」
と
は
大
き
な
数
字
。
何
か
目
的
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

  

○
か
み
な
り
が
ご
め
ん
と
お
い
て
い
っ
た
虹 

八
峰
町 

 

峰
浜
小
五
年 

 

山
脇 

雫 

 
 
 

擬
人
法
が
効
果
的
。
一
鳴
の
雷
。
そ
の
雨
上
が
り
の
空
に
き
れ
い
な
虹
の
橋
。
そ

の
情
景
を
、
作
者
と
雷
と
の
対
話
に
仕
立
て
上
げ
た
。
雷
が
ご
め
ん
と
い
っ
て
虹
を

お
い
て
い
く
と
は
な
ん
と
も
新
鮮
。
佳
句
。 

  

○
手
花
火
が
音
ぷ
の
よ
う
に
か
が
や
く
よ 

秋
田
市 

 

河
辺
小
五
年 

 

羽
根
川 

遥
希 

パ
チ
パ
チ
燃
え
る
手
花
火
に
音
符
を
捉
え
た
の
は
お
手
柄
。
場
の
様
子
や
作
者
の

高
揚
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

  

○
夏
休
み
な
な
ど
は
ち
ぶ
の
体
温
計 

由
利
本
荘
市
市 

 

西
目
小
六
年 

 

佐
々
木 

瑛
汰 

 
 
 

夏
休
み
。
身
体
が
だ
る
く
測
っ
て
み
る
と
七
度
八
分
の
熱
。
予
想
外
の
出
来
事
に

戸
惑
っ
て
い
る
作
者
。
無
駄
の
な
い
言
葉
の
置
き
方
が
上
手
い
。 

  

○
ホ
イ
ッ
ス
ル
守
り
き
っ
た
ぞ
夏
の
雲 

由
利
本
荘
市 

 

西
目
小
六
年  

今
野 

岳 

 
 
 

時
間
と
の
戦
い
の
勝
負
。
最
後
ま
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
試
合
だ
っ
た
が
、
チ
ー

ム
力
で
勝
利
を
手
中
に
。
選
手
た
ち
の
達
成
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
。 
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◆
中
学
生
の
部 

俳
人
協
会
秋
田
県
支
部
長 

 

佐 

藤  

景 

心 
    

〈 

特  

選 

〉 

○
恐
竜
も
き
っ
と
眺
め
た
流
れ
星 

秋
田
市 

 

山
王
中
二
年 

古
田 

心
宏 

流
れ
星
は
地
球
の
誕
生
当
時
か
ら
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
流
れ
星
を
眺
め
て
遙
か

遠
い
恐
竜
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
の
は
ロ
マ
ン
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
涼
し
さ
や
母
が
食
器
を
す
す
ぐ
音 松

山
市 

 

勝
山
中
一
年 

 

野
上 

愛
桜 

夕
食
後
の
一
コ
マ
だ
ろ
う
。
す
す
ぐ
水
の
音
と
涼
し
さ
の
取
り
合
わ
せ
が
素
晴
ら

し
い
。 

   

○
友
と
み
る
水
面
に
落
ち
る
夏
の
月 

北
秋
田
市  

鷹
巣
中
三
年  

戸
澤 

侑
慶 

水
面
に
映
る
夏
の
月
。
友
は
、
単
に
気
の
お
け
な
い
友
と
も
違
う
特
別
な
友
か
も

し
れ
な
い
。 

     

〈 

入  

選 

〉 

○
ひ
ま
わ
り
は
あ
た
り
を
て
ら
す
希
望
か
な 

松
山
市 

 

勝
山
中
一
年 

 

冨
田 

喜
栄 

 
 
 
 
 
 

向
日
葵
を
希
望
と
感
じ
た
豊
か
な
感
性
。 

   

○
春
風
の
自
転
車
忘
れ
物
は
な
し 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年  

柴
田 

宏
人 

 
 
 
 
 
 

用
意
万
端
、
春
風
に
ペ
ダ
ル
も
軽
い
。 

   

○
朝
日
照
り
集
合
か
か
る
雪
か
き
だ 湯

沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年  

眞
光 

優 

 
 
 
 
 
 

止
み
だ
し
た
雪
、
総
動
員
の
雪
か
き
開
始
。 

   

○
夕
焼
に
ま
っ
か
に
染
ま
る
雄
物
川 秋

田
市 

 

雄
和
中
一
年 

 

齊
藤 

未
都 

 
 
 
 
 
 

夕
焼
け
の
雄
物
川
。
絵
画
的
な
趣
。 

   

○
夏
の
海
耳
を
す
ま
せ
ば
海
の
声 

松
山
市 

 

勝
山
中
二
年 

 

西
山 

陸
翔 

 
 
 
 
 
 

夏
の
海
に
も
の
思
う
。
心
耳
で
聞
く
海
の
声
。 
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○
夏
の
夜
見
上
げ
た
空
に
大
三
角 

松
山
市 

 

勝
山
中
二
年 

 

﨑
山 

陽
和 

 
 
 
 
 
 

夏
の
大
三
角
の
発
見
。
雄
大
な
句
柄
。 

   

○
麦
秋
の
金
色
世
界
風
が
吹
く 

松
山
市 

 

勝
山
中
二
年 

 

楠
橋 

芙
弥 

 
 
 
 
 
 

麦
秋
の
風
景
が
浮
か
び
、
風
が
心
地
良
い
。 

  

○
夏
来
る
つ
い
に
本
番
中
総
体 

秋
田
市 

 

山
王
中
二
年 
 

阿
部 

紗
幸 

 
 
 
 
 
 

心
高
ぶ
る
中
学
総
体
。
季
語
の
斡
旋
が
巧
み
。 

  

○
せ
み
し
ぐ
れ
時
の
止
ま
っ
た
腕
時
計 

秋
田
市 
 

山
王
中
二
年 

 

佐
々
木 

康
介 

 
 
 
 
 
 

中
七
の
解
釈
に
含
み
。
取
り
合
わ
せ
が
効
果
的
。 

   

○
母
の
日
の
花
一
本
も
う
つ
く
し
い 秋

田
市 

 

雄
和
中
二
年 

 

伊
藤 

弥
姫 

 
 
 
 
 
  

「
う
つ
く
し
い
」
の
は
、
花
と
作
者
の
心
。 

   

○
春
雨
が
冷
却
装
置
ラ
ン
ニ
ン
グ 

秋
田
市 

 

岩
見
山
内
中
三
年 

 

船
木 

陽
和
太 

 
 
 
 
 
 

春
雨
を
冷
却
装
置
と
み
た
豊
か
な
発
想
。 

 

○
雪
解
水
覆
い
被
さ
る
岩
見
川 

秋
田
市 

 

岩
見
山
内
中
三
年 

 

村
田 

翼 

 
 
 
 
 
 

中
七
の
措
辞
が
雪
解
水
の
激
し
さ
を
表
現
。 

   

○
打
楽
器
の
音
色
か
が
や
き
梅
雨
明
け
る 

北
秋
田
市  

鷹
巣
中
三
年  

近
藤 

沙
椰 

 
 
 
 
 
 

梅
雨
明
け
に
相
応
し
い
音
色
の
「
か
が
や
き
」
。 

   

○
稽
古
後
の
輝
く
笑
顔
ソ
ー
ダ
水 

北
秋
田
市  

鷹
巣
中
三
年  

近
藤 

沙
椰 

 
 
 
 
 
 

稽
古
疲
れ
を
癒
や
す
ソ
ー
ダ
水
は
格
別
。 

   

○
た
ん
ぽ
ぽ
の
種
が
と
び
か
う
青
い
空 

北
秋
田
市  

鷹
巣
中
三
年  

長
岐 

郁
杜 

 
 
 
 
 
 

絵
本
を
み
る
よ
う
な
思
い
。
清
ら
か
な
心
。 
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◆
高
校
生
の
部 

秋
田
県
俳
句
懇
話
会
会
長 

 

佐
々
木 

公 

平 
    

〈 

特  

選 

〉 

○
風
鈴
の
音
色
が
包
む
祖
母
の
家 

潟
上
市 

 

秋
田
西
高
等
学
校
三
年 

 

小
幡 

の
の
は 

 
 
 
 
 
 

久
し
振
り
訪
れ
た
祖
母
の
家
、「
風
鈴
」
の
音
、
祖
母
の
笑
顔
、
ホ
ッ
ト
し
た
ひ
と

と
き
で
す
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
夏
祭
り
ゆ
れ
る
ち
ょ
う
ち
ん
光
る
空 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
二
年 

 

黒
澤 

一
輝 

 
 
 
 
 
 

提
灯
に
灯
を
入
れ
た
竿
燈
が
、
夜
空
に
捧
げ
ら
れ
た
眺
め
は
、
稲
穂
に
も
見
え
、

壮
観
で
す
。 

   

○
サ
イ
ダ
ー
や
泡
と
く
だ
け
る
波
頭 

秋
田
市 

 

秋
田
ク
ラ
ー
ク
高
等
学
院
三
年 

 

加
藤 

昊 

 
 
 
 
 
 

清
涼
飲
料
水
と
波
頭
と
の
対
比
、
下
五
の
「
波
頭
」
に
涼
し
さ
が
伝
っ
て
き
ま
す
。 

      

〈 

入  

選 

〉 

○
夏
休
み
み
ん
な
で
遊
ぶ
水
遊
び 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
一
年 

 

大
山 

 

瑞
稀 

 
 
 
 
 
 

高
校
生
活
始
め
て
の
夏
休
み
、
友
人
と
海
水
浴
へ
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ

て
下
さ
い
。 

   

○
夏
の
日
に
あ
み
を
片
手
に
虫
取
り
だ 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
一
年 

 

佐
藤 

蒼
冴 

 
 
 
 
 
 

梅
雨
が
明
け
昆
虫
採
集
に
も
っ
て
こ
い
の
季
節
、
本
当
に
虫
取
り
が
好
き
な
ん
で

す
ね
。 

   

○
夏
の
空
夜
に
輝
く
炎
の
花 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
一
年 

 

加
賀 

結
人 

 
 
 
 
 
 

夏
の
定
番
。
一
瞬
の
う
ち
に
消
え
て
し
ま
う
は
か
な
さ
が
、
人
の
心
を
と
ら
え
ま

す
。 

   

○
夏
の
夜
お
は
や
し
の
音
で
に
ぎ
や
か
だ 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
一
年 

 

清
水 

希
海 

 
 
 

夏
の
夜
空
を
彩
る
「
竿
燈
」、
差
し
手
か
囃
し
方
で
し
ょ
う
か
。
青
春
を
謳
歌
し 

 
 

て
ま
す
ね
。 
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○
ミ
ツ
バ
チ
の
ふ
と
目
に
と
ま
る
夏
あ
ざ
み 

秋
田
市 

 

秋
田
ク
ラ
ー
ク
高
等
学
院
二
年 

 

藤
田 

陽
太 

 

 
 
 

夏
に
咲
く
野
薊
、
ミ
ツ
バ
チ
も
採
蜜
に
懸
命
で
す
。 

   

○
兄
さ
ん
と
釣
り
の
対
決
夏
の
海 

大
仙
市 

 

西
仙
北
高
等
学
校
二
年 

 

佐
藤 

愛
華 

 

 
 
 

夏
休
み
の
兄
弟
対
決
、
ど
ち
ら
に
大
物
が
釣
れ
る
の
か
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。 

   

○
心
臓
の
鼓
動
と
花
火
響
く
夜 

秋
田
市 

 

秋
田
令
和
高
等
学
校
二
年 

 

二
宮 

健
瑠  

 
 
 

大
玉
の
打
上
げ
花
火
は
ズ
シ
ン
と
体
に
響
き
、
夜
空
を
一
瞬
広
げ
、
そ
れ
は
豪

快
で
す
。 
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入 

賞 

作 

品  
 

秋
田
県
歌
人
懇
話
会
顧
問  

高 
 

島 
 

清 
 

子  

選 
 

特  

選 

   

あ
り
が
と
う
親
へ
の
感
謝
忘
れ
な
い 

    

辛
い
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
ね 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校
二
年 

 

二
宮  

健
瑠 

   

秀  

逸 

   

夏
空
に
二
百
八
十
さ
き
ほ
こ
る 

        

ふ
る
さ
と
秋
田
の
自
ま
ん
の
祭
り 

秋
田
市 

 

泉
小
六
年 

 

長
谷
川 

竜
玖 

    

鉛
筆
の
音
だ
け
響
く
教
室
で 

        

君
と
の
日
々
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ 

大
仙
市 

 

西
仙
北
高
等
学
校
三
年 

 

夏
井 

悠
希 

    

入  

選 

 

小
学
校
五
年 

０
１
６ 

 

雨
上
が
り
き
れ
い
な
虹
が
か
か
っ
て
て
百
日
草
が
七
こ
さ
い
て
い
る 

大
潟
村 

 

大
潟
小 

 

古
戸 

鈴
乃 

 

中
学
校
一
年 

１
６
１ 

 

通
学
路
の
ど
か
な
春
の
豆
桜
散
る
花
び
ら
を
踏
み
し
め
て
ゆ
く 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

菊
地 

翔
太 

 

１
６
８ 

 

靴
ひ
も
を
結
び
直
し
て
前
を
向
く
試
合
開
始
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
鳴
る 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

佐
藤 

愛
咲 

 

１
９
９ 

 

日
が
昇
り
君
が
空
か
ら
狙
っ
て
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
明
日
が
食
べ
時 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

佐
藤 

一
訓 

 

中
学
校
二
年 

１
２
４ 

 

紛
争
は
い
つ
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
よ
う
に 

仙
北
市 

 

西
明
寺
中 

 

櫻
田 

彩
斗 

 

１
４
２ 

 

寒
い
夜
ポ
ツ
ン
と
佇
む
自
販
機
の
明
り 

手
か
ら
伝
わ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
ぬ
く
も
り 

羽
後
町 

 

羽
後
中 

 

真
坂 

凛 

 

２
５
０ 

 

サ
ー
ブ
打
つ
緊
張
の
時
ホ
イ
ッ
ス
ル
狙
い
定
め
て
決
ま
る
一
球 

  
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 

湯
沢
市  

湯
沢
北
中  

大
友 

倖
亜 

 

高
等
学
校
一
年 

０
０
７ 

 

賑
や
か
で
騒
ぐ
教
室
風
が
吹
き
夏
の
暑
さ
を
運
ん
で
い
っ
た 

潟
上
市 

 

秋
田
西
高 

 

大
石 

美
陽 

 

０
４
８ 

 
に
ぎ
や
か
な
群
れ
に
み
つ
け
し
君
の
背
を
一
人
見
送
る
数
歩
追
え
ど
も 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校 

 

榎 

実
彩
稀 

 

高
等
学
校
二
年 
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０
５
２ 

 

高
跳
び
で
一
年
半
の
イ
ッ
プ
ス
に
恐
怖
で
跳
べ
ず
壁
に
ぶ
ち
当
た
る 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校 

 

小
松 

咲
結 

 

０
５
３ 

 
青
い
空
入
道
雲
と
薫
風
に
夏
を
感
じ
て
心
踊
ら
す 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校 

佐
藤 

帆
乃
夏  

高
等
学
校
三
年 

０
０
５ 

 

色
あ
せ
た
読
書
カ
ー
ド
が
目
に
入
る
君
は
今
で
も
ハ
リ
ポ
タ
が
好
き 

大
館
市 

 

大
館
鳳
鳴
高
等
学
校 

鈴
木 

一
途 
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選 

者 

講 

評  
 

〈
特
選
〉 

○
あ
り
が
と
う
親
へ
の
感
謝
忘
れ
な
い
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
ね 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校 

二
宮 

健
瑠 

 

 
 
 
 

両
親
に
も
辛
い
思
い
を
さ
せ
る
ほ
ど
の
事
柄
。
下
の
句
に
「
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
ご

め
ん
ね
」
と
悲
痛
な
思
い
を
き
わ
め
て
率
直
に
表
現
し
て
い
る
。
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
作
者
の
人
間
性
を
感
じ
、
こ
の
歌
の
深
さ
に
打
た
れ
た
。 

 

〈
秀
逸
〉 

○
夏
空
に
二
百
八
十
さ
き
ほ
こ
る
ふ
る
さ
と
秋
田
の
自
ま
ん
の
祭
り 

秋
田
市 

 

泉
小
六
年 

長
谷
川 

竜
玖 

 
 

 
 
 
 

竿
燈
祭
り
だ
ろ
う
。
「
二
百
八
十
」
と
い
う
具
体
的
な
数
と
、
下
の
句
の
リ
ズ
ム
感

が
、
こ
の
歌
を
い
き
い
き
と
し
た
も
の
に
し
、
力
強
い
も
の
に
し
た
。
秋
田
を
誇
る
気

持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。 

  

○
鉛
筆
の
音
だ
け
響
く
教
室
で
君
と
の
日
々
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ 

大
仙
市 

 

西
仙
北
高
等
学
校
三
年 

 

夏
井 

悠
希 

 
 
 
 

テ
ス
ト
中
な
の
か
。
鉛
筆
の
音
だ
け
が
響
く
静
ま
り
か
え
っ
た
教
室
。
こ
の
上
の
句

の
描
写
が
き
わ
め
て
リ
ア
ル
で
、
下
の
句
を
生
か
し
て
い
る
。
「
君
と
の
日
々
」
は
過

去
と
取
っ
た
が
。 

 

〈
入
選
〉 

○
雨
上
が
り
き
れ
い
な
虹
が
か
か
っ
て
て
百
日
草
が
七
こ
さ
い
て
い
る 

大
潟
村 

 

大
潟
小
五
年 

 

古
戸 

鈴
乃 

 
 
 
 

「
雨
上
が
り
の
き
れ
い
な
虹
」
へ
の
感
動
が
詠
わ
れ
て
い
る
。「
七
こ
」、
よ
く
観
察

し
た
ね
。 

  

○
通
学
路
の
ど
か
な
春
の
豆
桜
散
る
花
び
ら
を
踏
み
し
め
て
ゆ
く 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

菊
地 

翔
太 

 
 
 
 

「
散
る
花
び
ら
を
踏
み
し
め
て
い
く
」
が
、
一
歩
一
歩
、
花
の
美
し
さ
を
惜
し
ん
で

い
る
よ
う
。 

  

○
靴
ひ
も
を
結
び
直
し
て
前
を
向
く
試
合
開
始
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
鳴
る 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

佐
藤 

愛
咲 

 
 
 
 

試
合
開
始
直
前
の
一
瞬
の
緊
張
感
を
、
靴
ひ
も
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
捉
え
た
。
「
前
を

向
く
」
が
い
い
。 

  

○
日
が
昇
り
君
が
空
か
ら
狙
っ
て
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
明
日
が
食
べ
時 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

佐
藤 

一
訓 

 
 
 
 

「
君
」
と
い
う
表
現
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
魅
力
的
。
君
は
き
っ
と
鳥
。
食
べ
時
を
知
る

鳥
は
賢
い
。 

  

○
紛
争
は
い
つ
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
よ
う
に 

仙
北
市 

 

西
明
寺
中
二
年 

 

櫻
田 

彩
斗 

 
 
 
 

ま
こ
と
止
む
こ
と
の
な
い
紛
争
。
あ
な
た
の
祈
り
が
届
く
よ
う
、
思
い
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。 

  

○
寒
い
夜
ポ
ツ
ン
と
佇
む
自
販
機
の
明
り
手
か
ら
伝
わ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
ぬ
く
も
り 

羽
後
町 

 

羽
後
中
二
年 

 

真
坂 

凛 

 
 
 
 

日
常
よ
く
見
る
光
景
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
感
性
。
下
の
句
字
余
り
な
が
ら
魅
力
あ

る
歌
だ
。 

  
○
サ
ー
ブ
打
つ
緊
張
の
時
ホ
イ
ッ
ス
ル
狙
い
定
め
て
決
ま
る
一
球 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 

 

大
友 

倖
亜 

 
 
 
 

緊
張
を
高
め
る
よ
う
な
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
。
鮮
や
か
に
決
ま
っ
た
一
球
。
緊
迫
感
が

伝
わ
る
歌
。 
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○
賑
や
か
で
騒
ぐ
教
室
風
が
吹
き
夏
の
暑
さ
を
運
ん
で
い
っ
た 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 

潟
上
市 

 

秋
田
西
高
等
学
校
一
年 

 

大
石 

美
陽 

 
 
 
 

賑
や
か
で
熱
気
満
ち
る
教
室
に
吹
く
一
陣
の
風
。
下
の
句
余
韻
が
あ
り
、
客
観
的
な

目
と
な
っ
た
。 

  

○
に
ぎ
や
か
な
群
れ
に
み
つ
け
し
君
の
背
を
一
人
見
送
る
数
歩
追
え
ど
も 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校
一
年 

 

榎 

実
彩
稀 

 
 
 
 

賑
や
か
な
群
れ
の
中
の
君
を
見
送
る
と
い
う
、
複
雑
で
微
妙
な
心
の
動
き
を
詠
ん
で

い
る
。 

  

○
高
跳
び
で
一
年
半
の
イ
ッ
プ
ス
に
恐
怖
で
跳
べ
ず
壁
に
ぶ
ち
当
た
る 

秋
田
市 

 
令
和
高
等
学
校
二
年 

 

小
松 

咲
結 

 
 
 
 

「
イ
ッ
プ
ス
」
は
精
神
的
原
因
で
起
こ
る
運
動
障
害
と
か
。
辛
い
体
験
を
詠
ん
だ
歌

だ
。 

  

○
青
い
空
入
道
雲
と
薫
風
に
夏
を
感
じ
て
心
踊
ら
す 

秋
田
市 

 

令
和
高
等
学
校 
佐
藤 

帆
乃
夏 

 
 
 
 

夏
が
来
れ
ば
夏
休
み
。
高
二
の
夏
を
ど
う
過
ご
す
か
と
い
う
期
待
感
と
わ
く
わ
く
感
。 

  

○
色
あ
せ
た
読
書
カ
ー
ド
が
目
に
入
る
君
は
今
で
も
ハ
リ
ポ
タ
が
好
き 

大
館
市 

 

大
館
鳳
鳴
高
等
学
校 

鈴
木 

一
途 

 
 
 
 

色
あ
せ
た
読
書
カ
ー
ド
。
ハ
リ
ポ
タ
好
き
だ
っ
た
君
が
今
も
借
り
て
い
る
の
を
知
っ

た
の
だ
。 
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入 

賞 

作 

品 
 

秋

田

県

現

代

詩

人

協

会

会

員

 
 

鈴 

木 

修 

一 

選 

 

特

選 

 
 

私
の
友
達 

湯

沢

市 
 

湯

沢

北

中

一

年 
 

伊

藤 

美

桜

乃 

  

秀

逸 

 
 

星

の

輝

き 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

一

年

 
 

菊

地
 

彩

愛

 

   
 

片

思

い 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

藤

田

 

真

愛

 

    

入

選 

 
 

鏡 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

一

年

 
 

氏

家

 

煌

太

 

  
 

コ

ー

ト

内

の

孤

独 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

大

越

 

柑

奈

 

  
 

我

が

弟 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

髙

橋

 

陽

 

  
 

体

感

温

度 

 
 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

佐

藤

つ

ぐ

み
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特

選
 

 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

一

年

 
 

伊

藤

 

美

桜

乃

 

 
 
 
 

私

の

友

達 

  

私

は

パ

レ

ッ

ト

と

見

つ

め

合

う

 

 

今

日

は

ど

の

色

を

重

ね

よ

う

か

と

問

い

か

け

る

 

  

私

は

描

き

か

け

の

絵

と

見

つ

め

合

う

 

 

輝

い

た

ひ

と

み

が

私

を

と

ら

え

る
 

 

私

は

い

っ

し

ゅ

ん

 

 

ど

き

り

と

し

た

 

 

夕

暮

れ

が

私

を

包

む

 

 

ま

ぶ

し

さ

に

み

ん

な

は

目

を

そ

ら

す

 

 

チ

ュ

ー

ブ

も

パ

レ

ッ

ト

も

 

 

絵

の

中

の

彼

女

も

 

筆

も

鉛

筆

も

 

  

今

日

は

終

わ

り

だ

よ

 

と

話

し

か

け

る

 

 

私

は

い

っ

し

ゅ

ん

 

ど

き

り

と

し

た

 

 

明

日

も

き

て

ね

と

声

が

す

る

 

    

 

秀

逸

 

 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 

藤

田

 

真

愛

 

 
 
 
 

片

想

い 

  

私

は

あ

な

た

が

大

好

き

 

 

普

段

は

静

か

で

お

っ

と

り

し

て

い

る

の

に

 

 

た

ま

に

子

供

み

た

い

に

は

し

ゃ

ぐ

と

こ

ろ

 

 

聞

い

て

い

な

さ

そ

う

で

 

 

人

の

話

を

ち

ゃ

ん

と

聞

い

て

い

る

と

こ

ろ

 

 

自

分

の

世

界

に

入

る

と

 

 

周

り

が

見

え

な

く

な

っ

ち

ゃ

う

と

こ

ろ

 

 

け

れ

ど

あ

な

た

は

 

 

私

に

興

味

が

な

い

み

た

い

 

 

私

が

近

づ

く

と

離

れ

る

く

せ

に

 

 

き

ま

ぐ

れ

で

寄

り

そ

っ

て

く

る

 

 

私

は

こ

ん

な

に

あ

な

た

が

好

き

な

の

に

 

 

あ

な

た

は

窓

か

ら

見

え

る

野

良

猫

や

鳥

に

夢

中

 

 
し

ま

模

様

の

長

い

し

っ

ぽ

と

 

 

私

を

見

つ

め

る

宝

石

の

よ

う

な

金

色

の

目

 

  

今

日

も

私

は

あ

な

た

に

片

想

い
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湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

一

年

 
 

菊

地

 

彩

愛

 

 
 
 
 

星

の

輝

き 

  

星

の

輝

き

や

き

ら

め

き

が

 

 

夜

の

空

を

照

ら

し

て

い

る

 

 

光

の

粒

が

あ

ふ

れ

出

す
 

 

あ

な

た

の

美

し

い

心

の

よ

う

に

 

 

私

の

心

の

中

に

ほ

ん

の

り

と
 

  

遠

く

離

れ

た

星

座

も

 

 

見

つ

け

ら

れ

そ

う

な

気

が

し

て

 

 

ど

こ

ま

で

も

広

が

る

宇

宙

を

 

 

ず

っ

と

な

が

め

て

い

た

い

 

  

夜

明

け

の

空

は

い

つ

も

よ

り

青

く

染

ま

っ

て

 

 

星

た

ち

は

ど

ん

ど

ん

ぼ

や

け

て

い

く

 

 

で

も

私

の

中

に

は

い

つ

ま

で

も

 

 

星

は

輝

き

続

け

る

 

     

入

選

 

 

湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

一

年

 
 

氏

家

 

煌

太

 

 
 
 
 

鏡 

  

こ

の

世

で

一

番

こ

わ

い

の

は

 

 

や

っ

ぱ

り

あ

い

つ

だ

 

  

あ

い

つ

は

ど

こ

に

で

も

い

る

 

 

さ

い

ふ

の

中

、

店

の

中

、

そ

し

て

金

庫

の

中

 

 

あ

い

つ

が

動

け

ば

世

界

が

動

く

 

 

あ

い

つ

が

な

く

な

れ

ば

世

界

は

動

き

を

と

め

る

 

  

あ

い

つ

が

い

る

と

便

利

に

な

り

 

 

あ

い

る

が

い

な

い

と

不

便

に

な

る

 

 

あ

い

つ

の

せ

い

で

差

別

が

う

ま

れ

る

こ

と

も

あ

る

 

  

そ

ん

な

お

そ

ろ

し

い

性

格

を

も

っ

た

あ

い

つ

 

 

今

日

も

ど

こ

か

で

あ

い

つ

が

動

い

て

る

 

 
人

を

助

け

た

り

 

 

人

を

お

と

し

め

た

り

 

  

あ

い

つ

の

本

性

は

心

の

鏡
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湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

大

越

 

柑

奈

 

 
 
 
 

コ

ー

ト

内

の

孤

独 

  

自

分

の

前

に

あ

る

二

百

十

五

セ

ン

チ

の

ネ

ッ

ト

 

 

で

も

私

は

ブ

ロ

ッ

ク

で

跳

ば

な

い

 

 

攻

撃

も

し

な

い

 

 

で

き

な

い

 

  

私

の

役

目

は

ボ

ー

ル

を

上

げ

る

こ

と

 

 

つ

な

ぐ

こ

と

 

 

そ

の

た

め

必

死

で

コ

ー

ト

を

走

り

回

る
 

 

ボ

ー

ル

を

追

い

か

け

 

 

た

だ

ひ

た

す

ら

に

走

り

回

る

 

  

試

合

中

 

 

私

は

何

も

聞

え

な

い

 

 

た

だ

何

か

言

わ

れ

て

い

る

の

は

感

じ

る

 

 

そ

れ

は

応

援

か

怒

り

の

声

か

 

 

そ

れ

と

も

悲

観

的

な

声

援

な

の

か

 

 

私

に

は

分

か

ら

な

い

 

  

コ

ー

ト

内

に

仲

間

が

い

る

の

に

 

 

ベ

ン

チ

に

部

員

が

い

る

の

に

 

 

応

援

席

に

た

く

さ

ん

の

観

客

が

い

る

の

に

 

 

な

ぜ

か

私

は

孤

独

を

感

じ

て

い

る

 

  

私

は

今

 

 

「

勝

負

」

と

い

う

冷

た

い

敵

と

向

き

合

っ

て

い

る
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湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 

髙

橋

 

陽

 

 
 
 
 

我

が

弟 

  

生

ま

れ

た

て
 

 

今

に

も

崩

れ

そ

う
 

  

ち

ょ

ん

と

頬

を

つ

つ

い

て

み

る

 

 

誰

か

が

壊

し

て

し

ま

わ

な

い

か
 

 

不

安

な

く

ら

い

 

  

あ

れ

か

ら

四

年

 

 

立

派

な

怪

獣

に

育

っ

た

 

 

私

も

扱

い

に

慣

れ

 

 

ケ

ン

カ

も

す

る

よ

う

に

な

っ

た

 

  

相

手

は

チ

ビ

だ

が

油

断

は

禁

物

 

 

恐

ろ

し

い

速

さ

で

攻

撃

し

て

く

る

 

 

そ

の

威

力

は

と

て

も

四

歳

と

は

思

え

な

い

 

  

そ

れ

で

も

僕

は

弟

が

好

き

だ

 

 

弟

の

寝

顔

を

見

て

い

る

と

僕

も

眠

く

な

る
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湯

沢

市

 
 

湯

沢

北

中

二

年

 
 

佐

藤

 

つ

ぐ

み

 

 
 
 
 

体

感

温

度 

  

チ

ー

ム

メ

イ

ト

と

海

に

行

っ

た

 

 

練

習

試

合

の

後

に
 

  

相

手

は

強

く

て

、

結

果

は

散

々

 

 

浮

か

な

い

気

持

ち

の

ま

ま

海

に

向

か

っ

た

 

  

海

は

冷

た

か

っ

た

 

 

体

感

マ

イ

ナ

ス

二

十

五

度

 

  

慌

て

て

少

し

後

ず

さ

っ

て

も

 

 

波

は

足

を

さ

ら

っ

て

い

く

 

 

砂

が

崩

れ

る

 

 

転

び

そ

う

に

な

っ

た

 

  

ふ

と

前

を

向

く

 

 

限

り

な

く

続

く

水

平

線

 

 

波

が

白

く

輝

い

て

い

る

 

  

空

を

見

上

げ

る

と

 

 

太

陽

が

じ

り

じ

り

と

私

達

を

照

ら

し

て

い

た

 

  

海

か

ら

上

が

っ

た

 

 

砂

は

思

っ

て

い

た

よ

り

ず

っ

と

熱

く

て

 

 

じ

っ

と

し

て

な

ん

か

い

ら

れ

な

か

っ

た

 

  

先

に

行

く

仲

間

の

背

中

を

追

い

抜

こ

う

と

 

 

私

は

砂

を

蹴

っ

た

 

  

波

が

 

私

の

心

を

洗

っ

て

く

れ

た

 

 

太

陽

が

 

私

の

心

に

火

を

灯

し

た

 

  



62 

 
選 

者 

講 

評  
  
 

今
年
は
、
一
三
一
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
五
一
名
の
倍
を
超
す
数
で
驚
き
ま

し
た
。
健
や
か
に
過
ご
す
毎
日
の
様
々
な
表
情
を
、
詩
の
言
葉
で
捉
え
た
活
き
の
よ
い
作

品
が
多
く
、
皆
さ
ん
と
対
話
し
な
が
ら
、
元
気
に
生
き
る
力
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
感
覚
を

味
わ
い
ま
し
た
。 

特
選
「
私
の
友
達
」 
パ
レ
ッ
ト
に
問
い
か
け
て
絵
を
描
き
進
め
る
作
者
。
一
見
静
か

な
作
業
の
中
に
、
対
話
や
交
流
が
豊
か
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
て
、
創
作
の
喜
び
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
絵
や
画
材
を
「
み
ん
な
（
友
達
）
」
と
親
し
げ
に
呼
ぶ
「
私
」。「
明
日
も
き
て

ね
」
と
い
う
不
思
議
な
声
が
未
来
の
扉
を
開
き
、
愛
に
あ
ふ
れ
た
絵
の
完
成
を
約
束
し
ま

す
。 秀

逸
「
星
の
輝
き
」 

若
い
心
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
星
空
の
魅
力
を
、
伸
び
や
か

な
言
葉
で
描
い
て
い
ま
す
。
見
え
る
も
の
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
に
ま
で
思
い
を
馳
せ
る

の
は
、「
あ
な
た
」
が
力
を
く
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
星
と
お
別
れ
す
る
夜
明
け
の
情
景

も
魅
力
的
で
、
美
し
い
も
の
を
心
に
灯
し
つ
づ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

秀
逸
「
片
思
い
」 

相
手
は
人
だ
と
思
っ
て
読
み
進
め
る
と
、
「
野
良
猫
や
鳥
に
夢
中
」

で
「
？
」
と
な
り
、「
し
ま
模
様
の
長
い
し
っ
ぽ
」
で
猫
が
目
の
前
に
現
れ
る
。
こ
の
展
開

の
仕
方
が
絶
妙
で
す
。
大
き
な
愛
が
猫
を
包
み
、
幸
せ
な
猫
は
家
族
を
照
ら
す
こ
と
で
し

ょ
う
。「
片
思
い
で
い
い
ん
だ
」
と
優
し
く
笑
う
「
私
」
の
横
顔
が
見
え
る
よ
う
で
す
。 

入
選
「
鏡
」 

こ
の
世
で
一
番
こ
わ
い
と
い
う
正
体
不
明
の
「
あ
い
つ
」。
ス
リ
リ
ン
グ

な
展
開
に
導
か
れ
、
ラ
ス
ト
「
あ
い
つ
の
本
性
は
心
の
鏡
」
に
ド
キ
リ
と
し
ま
し
た
。「
人

を
助
け
も
お
と
し
め
も
す
る
も
の
（
お
金
？
）」
だ
か
ら
こ
そ
、
心
を
き
れ
い
に
保
つ
必
要

が
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
人
間
社
会
の
闇
の
部
分
へ
鋭
い
矢
が
放
た
れ
ま
し
た
。 

 

入
選
「
コ
ー
ト
内
の
孤
独
」 

勝
負
の
厳
し
さ
を
偽
り
な
く
つ
づ
っ
た
作
品
。「
な
ぜ
か

私
は
孤
独
を
感
じ
て
い
る
」
の
率
直
な
ひ
び
き
に
心
を
打
た
れ
、
声
援
を
送
り
た
く
な
り

ま
し
た
。
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
何
と
な
く
た
た
え
て
終
わ
る
作
品
に
は
な
い
、
存
在
感
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
一
生
懸
命
さ
が
報
わ
れ
て
勝
利
を
呼
ぶ
と
き
、
生
ま
れ
る
感
動
は
本
物
で

し
ょ
う
。 

入
選
「
我
が
弟
」 

弟
と
過
ご
す
健
や
か
な
毎
日
。
四
年
間
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
た

「
兄
」
の
ま
な
ざ
し
の
優
し
さ
に
ほ
っ
こ
り
と
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
て
の
弟
の
様
子
か

ら
中
盤
の
活
発
さ
の
描
写
、
そ
し
て
ラ
ス
ト
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
幸
福
感
な
ど
、
表
現
に

も
変
化
が
あ
り
、
読
ま
せ
る
家
族
の
詩
で
す
。 

入
選
「
体
感
温
度
」 

敗
戦
の
余
韻
と
復
活
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
作

品
で
す
。
浮
か
な
い
気
持
ち
を
晴
れ
や
か
に
し
て
く
れ
た
波
と
太
陽
の
力
。「
先
に
行
く
仲

間
の
背
中
を
追
い
抜
こ
う
と
／
私
は
砂
を
蹴
っ
た
」
の
静
か
ら
動
へ
と
移
る
と
こ
ろ
は
特

に
魅
力
的
で
、
作
品
に
躍
動
感
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
入
賞
作
以
外
に
も
魅
力
的
な
詩
が
あ
り
ま
し
た
。
題
名
を
あ
げ
ま
す
。「
サ
ッ

カ
ー
と
の
四
年
間
」「
カ
ー
テ
ン
」「
時
間
の
不
思
議
」「
夕
焼
け
」「
大
切
な
存
在
」「
夏
の

き
ら
め
き
」
「
雲
と
私
」
。
好
き
な
も
の
に
思
い
を
託
す
と
き
、
詩
の
言
葉
が
輝
き
を
増
す

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 
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小
・
中
・
高
校
生
の
部 

川
柳
部
門 
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入 

賞 

作 

品  
 

秋
田
県
川
柳
懇
話
会
会
長  

長
谷
川 

 

酔 
 

月 
 

選 
 

特  

選 

  
 

蜂
の
歌
花
畑
で
の
宴
か
な 湯

沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年  

柴
田 

平
次 

  

秀 
 

逸 

  
 

ジ
ャ
ン
プ
し
て
砂
全
体
を
独
り
占
め 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 

大
友 

ゆ
い 

   
 

登
校
中
ふ
わ
り
香
る
は
夏
の
色 

 
 
 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 

佐
藤 

つ
ぐ
み 

  

入 
 

選 
 

小
学
校
一
年 

０
５
３ 

 

す
い
か
わ
り
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
お
い
し
そ
う 

秋
田
市 

 

河
辺
小 

 

関
口 

文
乃 

 

小
学
校
二
年 

０
７
１ 

 

せ
ん
ぷ
う
き
く
る
く
る
ま
わ
る
目
が
ま
わ
る 秋

田
市 

 

河
辺
小 

 

佐
々
木 

郁
穂 

 

０
７
９ 

た
ん
ぽ
ぽ
も
ち
え
が
あ
り
ま
す
す
ご
い
よ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
市 

 

河
辺
小 

 

松
田 

月
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
四
年 

１
０
７ 

 

友
達
は
い
つ
も
元
気
だ
太
陽
だ 

五
城
目
町 

 

五
城
目
小 

 

加
賀
谷 

珠
希 

 

小
学
校
五
年 

１
０
３ 

 

親
友
の
や
さ
し
い
心
ピ
ン
ク
色 

五
城
目
町 

 

五
城
目
小 

 

嶋
崎 

咲
希 

 

小
学
校
六
年 

０
０
８ 

 

つ
な
つ
か
み
青
空
見
上
げ
ぐ
っ
と
引
く 

八
郎
潟
町 

 

八
郎
潟
小 

 

小
玉 

杏
樹 

０
８
４ 

 

「
お
年
玉
預
か
っ
て
お
く
」
信
じ
る
な 

秋
田
市 

 

河
辺
小 

 

高
堰 

勇
吾 

 

中
学
校
一
年 

０
２
３ 

 

雨
あ
が
り
の
ん
び
り
歩
く
カ
タ
ツ
ム
リ 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

木
村 

蒼
空
斗 

０
２
９ 

 

太
陽
に
に
っ
こ
り
笑
う
ひ
ま
わ
り
よ 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

佐
藤 

愛
咲 

０
４
７ 

夏
の
夜
ず
っ
と
待
っ
て
た
虫
の
歌 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

氏
家 

煌
太 

０
６
１ 

一
戸
建
手
が
出
る
土
地
は
熊
も
出
る 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

佐
藤 

流
輝
空 

 
中
学
校
二
年 

１
０
６ 

 
「
片
思
い
」
君
の
隣
に
座
っ
て
み
た
い 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中 

 

武
藤 

青
葉 
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選 

者 

講 

評  
 

〈 

特  
選 
〉 

○
蜂
の
歌
花
畑
で
の
宴
か
な 湯

沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年  

柴
田 

平
次 

 
 
 
 
 

蜂
が
花
畑
で
飛
ん
で
い
る
様
子
を
み
て
、
蜂
の
宴
を
想
像
し
た
の
で
す
ね
。
素
晴

ら
し
い
作
品
で
す
。 

   

〈 

秀  

逸 

〉 

○
ジ
ャ
ン
プ
し
て
砂
全
体
を
独
り
占
め 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 

大
友 

ゆ
い 

 
 
 
 
 

ジ
ャ
ン
プ
の
人
が
着
地
す
る
一
瞬
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
句 

で
す
。 

  

○
登
校
中
ふ
わ
り
香
る
は
夏
の
色 

 
 
 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 
佐
藤 

つ
ぐ
み 

 
 
 
 
 

服
装
や
風
景
な
ど
に
夏
を
感
じ
た
の
か
な
。
感
性
を
感
じ
る
作
品
で
す
よ
。 

           

 

〈 

入  

選 

〉 

○
す
い
か
わ
り
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
お
い
し
そ
う 

秋
田
市 

 

河
辺
小
一
年 

 

関
口 

文
乃 

 
 
 
 
 
 

す
い
か
か
ら
あ
か
い
み
が
で
た
と
こ
ろ
を
う
ま
く
ひ
ょ
う
げ
ん
し
ま
し
た
ね
。 

 

○
せ
ん
ぷ
う
き
く
る
く
る
ま
わ
る
目
が
ま
わ
る 

秋
田
市 

 

河
辺
小
二
年 

 

佐
々
木 

郁
穂 

 
 
 
 
 
 

ま
わ
る
せ
ん
ぷ
う
き
み
て
い
る
と
、
め
が
ま
わ
り
そ
う
で
す
ね
。
い
い
句
で
す
。 

 

○
た
ん
ぽ
ぽ
も
ち
え
が
あ
り
ま
す
す
ご
い
よ
ね 

秋
田
市 

 

河
辺
小
二
年 

 

松
田 

月
花 

 
 
 
 
 
 

た
ん
ぽ
ぽ
は
、
お
ち
た
と
こ
ろ
で
は
な
を
さ
か
せ
ま
す
。
か
ん
し
ん
し
ま
す
ね
。 

 

○
友
達
は
い
つ
も
元
気
だ
太
陽
だ 

五
城
目
町 

 

五
城
目
小
四
年  

加
賀
谷 

珠
希 

 
 
 
 
 
 

明
る
く
て
げ
ん
き
な
人
を
太
陽
の
よ
う
に
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
い
い
で
す
よ
。 

 

○
親
友
の
や
さ
し
い
心
ピ
ン
ク
色 

五
城
目
町 

 

五
城
目
小
五
年  

嶋
崎 

咲
希 

 
 
 
 
 
 

ピ
ン
ク
色
か
ら
は
や
さ
し
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
い
い
句
で
す
。 

 

○
つ
な
つ
か
み
青
空
見
上
げ
ぐ
っ
と
引
く
。 

八
郎
潟
町 

 

八
郎
潟
小
六
年  

小
玉 

杏
樹 

 
 
 
 
 
 

上
を
見
上
げ
な
が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
引
い
て
い
る
様
子
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
よ
。 

 
○
「
お
年
玉
預
か
っ
て
お
く
」
信
じ
る
な 

秋
田
市 

 

河
辺
小
六
年 

 

高
堰 

勇
吾 

 
 
 
 
 
 

も
ら
っ
た
お
年
玉
が
も
ど
っ
て
こ
な
い
と
思
っ
た
の
か
な
。
面
白
い
句
で
す
ね
。 

 

○
雨
あ
が
り
の
ん
び
り
歩
く
カ
タ
ツ
ム
リ 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

木
村 

蒼
空
斗 

 
 
 
 
 
 

カ
タ
ツ
ム
リ
の
動
き
を
う
ま
く
と
ら
え
ま
し
た
。
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 
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○
太
陽
に
に
っ
こ
り
笑
う
ひ
ま
わ
り
よ 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

佐
藤 

愛
咲 

 
 
 
 
 
 

ひ
ま
わ
り
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
い
い
句
で
す
よ
。 

 

○
夏
の
夜
ず
っ
と
待
っ
て
た
虫
の
歌 

湯
沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

氏
家 

煌
太 

 
 
 
 
 
 

夏
に
鳴
く
虫
の
声
が
ス
テ
キ
で
す
ね
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

○
一
戸
建
手
が
出
る
土
地
は
熊
も
出
る 湯

沢
市 

 

湯
沢
北
中
一
年 

 

佐
藤 

流
輝
空 

 
 
 
 
 
 

熊
が
出
る
土
地
は
安
く
買
え
る
と
い
う
こ
と
か
な
。
着
眼
が
素
晴
ら
し
い
。 

 

○
「
片
思
い
」
君
の
隣
に
座
っ
て
み
た
い 湯

沢
市 

 

湯
沢
北
中
二
年 

 

武
藤 

青
葉 

 
 
 
 
 
 

思
春
期
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵
な
句
で
す
よ
。 

 



計 県内 県外・海外
俳句 91人 86人 5人 182句   
短歌 40人 26人 14人 80首   
詩 10人 7人 3人 10篇   
川柳 26人 23人 3人 76句   
計 167人 142人 25人 348作品 

計 県内 県外・海外
俳句 0人 0人 0人 0句   
短歌 0人 0人 0人 0首   
詩 0人 0人 0人 0篇   
川柳 0人 0人 0人 0句   
計 0人 0人 0人 0作品 

備        考
計 県内 県外・海外 １次選考通過

俳句 1,197人 1,197人 0人 1,197句   426句

短歌 26人 26人 0人 26首   10首   
詩 0人 0人 0人 0篇   0篇   
川柳 117人 117人 0人 117句   117句   
計 1,340人 1,340人 0人 1,340作品 553作品 

備        考
計 県内 県外・海外 １次選考通過

俳句 610人 480人 130人 610句   257句   
短歌 273人 171人 102人 273首   52首   
詩 131人 131人 0人 131篇   131篇   
川柳 133人 133人 0人 133句   133句   
計 1,147人 915人 232人 1,147作品 573作品 

備        考
計 県内 県外・海外 １次選考通過

俳句 161人 161人 0人 161句   161句   
短歌 58人 58人 0人 58首   58首   
詩 0人 0人 0人 0篇   0篇   
川柳 110人 110人 0人 110句   110句   
計 329人 329人 0人 329作品 329作品 

備        考
計 県内 県外・海外 １次選考通過

俳句 1,968人 1,838人 130人 1,968句   844句   
短歌 357人 255人 102人 357首   120首   
詩 131人 131人 0人 131篇   131篇   
川柳 360人 360人 0人 360句   360句   
計 2,816人 2,584人 232人 2,816作品 1,455作品 

30校 

6校 

(4) 小・中・高校生合計
応募総数
(学校数)

部門別
応  募  者

応募作品総数

10校 

(3) 高校生
応募総数
(学校数)

部門別
応  募  者

応募作品総数

14校 

(2) 中学生
応募総数
(学校数)

部門別
応  募  者

応募作品総数

0校 

【小・中・高校生の部】
(1) 小学生
応募総数
(学校数)

部門別
応  募  者

応募作品総数

135人 

【大学生の部】（Ｒ6年度応募なし）
応募総数
(学校数)

部門別
応  募  者

応募作品総数

応  募  状  況  (第66回大会)

【一般の部】

応募総数 部門別
応  募  者

応募作品総数
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表
紙
の
句
説
明 

 

群
衆

ぐ
ん
し
ゅ
う

尓に

足た

り
て
濁に

ご

ら
ず
山や

ま

清
水

し

み

ず 
 

大
正
四
年
（
四
十
六
歳
）
作      

       
 
 

  

大
勢
の
の
ど
を
潤
し
て
も
、
十
分
の
水
で
何
ひ
と
つ
濁
る
こ
と
の
な
い
、 

良
い
湧
水
で
あ
る
よ
。 

高
尾
山
に
於
い
て
下
刈
共
同
作
業
を
し
た
と
き
、
二
句
の
中
の
一
で
あ
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露 月 山 盧 に て 

 

 

 


